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はじめに
岡崎市では、岡崎市環境基本条例第10条の規定に基づき、平成11年３月に「岡崎市

環境基本計画」を策定し、平成21年３月、平成27年３月に改訂しました。また、第
12条において、「環境基本計画に基づき実施された環境施策及び環境活動並びに環境
の状況について年次報告書を作成し、これを公表しなければならない。」としています。

「岡崎市の環境」はこの規定に基づき作成・公表するもので、平成30年度における
環境の状況、施策の実施状況などについてまとめたものです。

～岡崎市環境基本条例（平成17年12月21日条例第139号）抜粋～

●基本理念（条例第３条）
１ 環境の保全及び創造は、市民が健康で安全、安心かつ文化的な生活を営むことの

できる自然と調和の取れた恵み豊かな環境を確保し、及び向上させ、並びに将来の
世代へ継承していくことを目的として行われなければならない。

２ 環境の保全及び創造は、人の生活が大気、水、土壌その他の環境の構成要素の恩
恵の上に成り立っていることにかんがみ、その適正な保全を図り、もって環境への
負荷の少ない持続的な発展が可能な社会が構築されることを目的として行われなけ
ればならない。

３ 環境の保全及び創造は、市民、事業者及び市がその役割を分担し、相互の協力の
下に行われなければならない。

４ 地球環境保全は、人類共通の課題であるとともに、市民の健康で安全、安心かつ
文化的な生活を将来にわたって確保する上で極めて重要であることから、積極的に
推進されなければならない。

●基本方針（条例第９条）
１ 人の健康が保護され、及び生活環境が保全されるように公害等を防止し、大気、

水、土壌等が良好な状態に保持されること。
２ 生き物の生息又は生育に配慮し、健全な生態系の確保を図るため、水資源及び森

林資源の保全をするとともに、森林、樹林地、水辺地、河川、農地等を適正に維持
管理し、人と自然との豊かなふれあいが確保されること。

３ 潤いと安らぎのある環境を目指し、緑化の推進、水辺地の整備、良好な景観の確
保、安全で安心できる住環境の向上、歴史的文化遺産の保全等が図られること。

４ 廃棄物の発生抑制、減量化、資源化及び適正な処理、資源の循環的な利用並びに
環境への負担の少ないエネルギーの有効利用が推進されること。



環境施策及び環境活動の状況

１ 岡崎市環境基本計画の施策の体系

２ 令和２年度の環境施策及び環境活動の状況一覧表

環境目標１ 水と緑豊かな自然とふれあえるまちに

環境目標２ 良好な生活環境が確保されるまちに

環境目標３ 歴史と文化を育む風格あるまちに

環境目標４ 地球環境に配慮するまちに

環境目標５ 環境を考え実践するまちに



環境施策及び環境活動の状況
１ 岡崎市環境基本計画（H27.3 改訂）の施策の体系

岡崎市では、「岡崎市環境基本計画」（H27.3 改訂）で望ましい環境像の実現に向け、５つの環境

目標を掲げ、 目標ごとに基本施策やプロジェクトを定め、総合的かつ具体的な取組みを展開して

います。
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水と緑豊かな

自然とふれあ
えるまちに

豊かな自然を確保する
■広がりのある豊かな森を保全していくために
①広がりある自然の保全・保護施策の推進

■貴重な自然を保全していくために
①貴重な自然の保全・保護施策の推進

自 然 1 里山を我が家に持ち帰ろう!!
一家一絆運動
2 フォトアートコンテスト

人と自然がふれあえる場を確保する
■身近な自然を保全していくために
①身近な自然の保全施策の推進
②施設や街路、地域等の緑化推進
③農地の保全・活用
④生態系ネットワーク化の推進

■自然とのふれあいの場を形成していくために
①自然とのふれあいの場の整備
②自然とふれあう活動の育成と支援

地球環境問題への取り組みを推進する
■地球温暖化を防止していくために
①地球温暖化対策の統合的な推進
②自然エネルギーの導入促進
③省エネルギー、二酸化炭素対策の推進

■オゾン層の保護、酸性雨対策、熱帯林保護に取り
組むために
①オゾン層保護の推進
②酸性雨対策の推進
③熱帯林保護の推進

人を育てる個性ある地域環境を形成する
■歴史的資産を保全・活用していくために
①歴史的資産への啓発と保全活動の育成と支援
②歴史的資産の保全と活用

健全な水環境を確保する
■豊富な水資源を維持・確保していくために
①水源の涵養
②雨水の有効利用
③流域の連携

■良好な水質を維持していくために
①生活排水対策の推進
②事業所排水対策の推進
③下水道の整備
④監視体制の充実

■身近な水環境を目指して
①水辺とふれあう機会の創出
②水環境保全活動の活性化

環境への意識の啓発を推進する
■環境教育・学習を推進していくために
①環境教育・環境学習の実践

ごみ減量とリサイクル、廃棄物の適正処理を推進する
■３Ｒを推進していくために
①減量、分別収集の推進
②リサイクル、有効利用の推進
③ごみ処理施設の整備の推進
④産業廃棄物の適正処理の徹底
⑤産業廃棄物の３Ｒの推進

生活環境を保全する
■安全で健康な生活環境を確保していくために
①大気汚染への対策
②騒音・振動への対策
③土壌汚染への対策
④悪臭問題への対策
⑤ダイオキシン類対策
⑥近隣環境問題への対応
⑦化学物質への対策
⑧監視体制の充実
⑨環境相談対応

人をつくる良好な都市景観を創造する
■魅力的な生活空間を形成していくために
①都市景観環境の整備
②災害への対策

環境にやさしいライフスタイルを推進する
■環境にやさしい市民・事業者の行動を推進してい
くために
①市民の取り組みの推進と支援
②事業者の取り組みの推進と支援
③ボランティアの育成と活動支援

自 然 1 里山を我が家に持ち帰ろう!!
一家一絆運動
2 フォトアートコンテスト

ライフ 3 環境にやさしい事業者・環境にやさ
しい市民育成事業

自 然 1 里山を我が家に持ち帰ろう!! 一家一絆
運動

2 フォトアートコンテスト

自 然 2 フォトアートコンテスト

交 通 1 ぶらっきょろりん

交 通 1 ぶらっきょろりん
2 自転車乗りん
3 車乗るならエコドライブ

自 然 2 フォトアートコンテスト

自 然 1 里山を我が家に持ち帰ろう!!
一家一絆運動

交 通 1 ぶらっきょろりん
2 自転車乗りん
3 車乗るならエコドライブ

ライフ 1 低炭素な「食と農」プロジェクト
2 岡崎を、自然エネルギーをいっぱい利用

する町にしよう
3 環境にやさしい事業者・環境にやさしい

市民育成事業

ライフ 1 低炭素な「食と農」プロジェクト

ライフ 1 低炭素な「食と農」プロジェクト
3 環境にやさしい事業者・環境にやさしい

市民育成事業

全プロジェクト

歴史と文化を

育む風格ある
まちに

地球環境に配

慮するまちに

良好な生活環

境が確保され
るまちに

環境を考え実

践するまちに

環境目標 基本施策の方向 関連プロジェクト（第 3章）



■環境施策の体系

環境目標１

●農地を保全します。

1-2-1 身近な自然の保全施策の推進

●身近な自然の現状を調べます。

●身近な森を保全します。

●身近な水辺を保全します。

1-2-2 施設や街路、地域等の緑化推進

●公共公益施設の緑化を推進します。

●民有地の緑化を推進します。

●自然とふれあう機会を提供します。

1-1-1 広がりある自然の保全・保護施策の推進

1-1-2 貴重な自然の保全・保護施策の推進

1-2-1 身近な自然の保全施策の推進

1-2-2 施設や街路、地域等の緑化推進

1-2-3 農地の保全・活用

1-2-4 生態系ネットワーク化の推進

1-2-5 自然とのふれあいの場の整備

●土とのふれあいを推進します。

●河川の緑化を推進します。

●貴重な自然の現状を調べ、保護します。

●自然とふれあう活動を支援します。

1-2-6 自然とふれあう活動の育成と支援

●森の自然を保全し、森林開発を抑制します。

1-2-6 自然とふれあう活動の育成と支援

●林業の健全育成を推進します。

1-1-2 貴重な自然の保全・保護施策の推進

1-1 豊かな自然を確保する

1-2 人と自然がふれあえる場を確保する

1-2-4 生態系ネットワーク化の推進 ●生態系のネットワークを形成します。

1-2-5 自然とのふれあいの場の整備 ●自然を体験し、学習できる場を整備します。

1-2-3 農地の保全・活用

●身近な自然環境を創出・保全します。

取 組 み

1-1-1 広がりある自然の保全・保護施策の推進

施 策

●農業を振興します。

２ 令和２年度の環境施策及び環境活動の状況一覧表
岡崎市環境基本計画に基づき実施された、環境施策及び環境活動を公表します。

環境目標１ 水と緑豊かな自然とふれあえるまちに



1-1 豊かな自然を確保する
1-1-1 広がりある自然の保全・保護施策の推進

●森の自然を保全し、森林開発を抑制します。

－ 千円

－ 千円

－ 千円

－ 千円

●林業の健全育成を推進します。

22,824千円

1-1-2 貴重な自然の保全・保護施策の推進
●貴重な自然の現状を調べ、保護します。

696千円

134千円

－ 千円

－ 千円

40千円

－ 千円

－ 千円

新たな指定に向け、調査・検討を実施します。 ■自然環境調査検討委員会を実施しました。

担当課：環境政策課 執行額（R２年度）

自然公園内の行為許可申請の受理及び県への進
達をします。

民有林の保全のための
造林補助の推進

天然記念物の指定区域
の保存活用計画の策定

具体的な取組み

R２年度の成果等
希少野生動植物種の指
定

執行額（R２年度）

鳥獣の保護を図るため、特に必要と認める区域の
指定を知事に要請します。

担当課：環境政策課

自然公園の保全

具体的な取組み

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

■愛知県林務課から確認依頼のあった件については、庁内関係課等
に確認を取った上で支障がないことを伝えたことから常に県と調整を
図り協力ができました。

■Ｒ２実績なし

■R２年度風致地区内行為許可件数36件

概 要

R２年度の成果等

概 要

■行為許可申請の受理及び県への進達をしました。 19件

■貴重な動植物の分布調査を実施しました。

R２年度の成果等

貴重な動植物の分布調
査の継続的実施

自然環境保全施策を効果的に進めるための基礎
調査を実施します。

具体的な取組み

風致地区内行為における助言・指導をします。
R２年度の成果等

風致の保全（風致地区の
指定）
担当課：公園緑地課

具体的な取組み 概 要

執行額（R２年度）担当課：環境政策課

執行額（R２年度）

県の保安林の保全への
協力

概 要

R２年度の成果等
■五万石ふじの保存活用計画策定に向けて、準備を行いました。

具体的な取組み 概 要

担当課：森林課

具体的な取組み

R２年度の成果等

担当課：森林課

保安林内の立木の伐採は県へ届出が必要となっ
ています。区域内の変更に関して許可を出すに当た
り、法令に抵触しないか庁内で確認を取り、支障が
なければ県に対し確認事項を伝えます。

具体的な取組み 概 要

概 要具体的な取組み

鳥獣保護区等の指定

概 要

執行額（R２年度）

■間伐等の森林整備に対し、補助金を交付して森林整備を促進し、森
林の公益的機能の向上を図りました。

R２年度の成果等

担当課：環境政策課

森林の公益的機能の向上のため、間伐等の森林
整備に対し補助金を交付します。

執行額（R２年度）

貴重な生物の保護と生
息・生育環境の保全の推
進

市指定移入種の検討

本市の自然特性を踏まえた自然環境の保全と創
出を推進するため、自然環境調査検討委員会を設
置し、希少野生動植物種を選定、検討、調査をしま
す。担当課：環境政策課

■自然環境調査検討委員会を実施しました。

執行額（R２年度）

具体的な取組み 概 要

執行額（R２年度）担当課：社会教育課

各指定天然記念物の保存活用計画の策定を推進し
ます。

具体的な取組み 概 要 R２年度の成果等

具体的な取組み 概 要

特定事業計画申出者に対し貴重種の生息・生育地
や生態系への配慮に対する意見を付し指導します。

担当課：環境政策課

R２年度の成果等

■おかざき自然体験の森で特定外来生物であるオオフサモの駆除を
実施しました。
■動物総合センターと協力して、アライグマ、ヌートリア等の捕獲を行
いました。

執行額（R２年度）

■事業別環境配慮指針に基づく助言・指導を行いました。指導30件

執行額（R２年度）

ため池に放逐されたオオクチバス・ブルーギル等
の駆除を実施します。

R２年度の成果等

■動植物調査会において、動植物の実態調査を行いました。

特定外来生物の駆除の
推進

自然環境保全条例に基
づく開発における貴重種
の生育・生息地や生態系
への配慮の指導

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課

具体的な取組み 概 要 R２年度の成果等
指定移入種の選定、検討をします。

担当課：環境政策課



－ 千円

36千円

288千円

－ 千円

－ 千円

1-2 人と自然がふれあえる場を確保する
1-2-1 身近な自然の保全施策の推進

●身近な自然の現状を調べます。

－ 千円

●身近な森を保全します。

924千円

65千円

●身近な水辺を保全します。

－ 千円

【河川課】 － 千円
【公園緑地課】36,595千円

－ 千円

－ 千円執行額（R２年度）

■里山保全活動を22回行いました。延べ参加人数361名
■啓発イベントを2回実施しました。延べ参加人数620名

■地元の活動団体「ちせいの里ロックエンゼルの会」が蛍流の森の里
山保全活動を月1回行いました。
執行額（R２年度）

ため池の耐震対策を実施しています。

執行額（R２年度）

■ギフチョウやゲンジボタルの生息調査を実施しました。
ギフチョウ調査35日

R２年度の成果等

市民活動団体と協働で毎月2回「おおだの森」（樫
山町・夏山町）の里山保全活動や市民への啓発イベ
ントを実施・支援しています。担当課：環境政策課

湧水の保全 ちせいの里の湧水「石清水」を保全するため、周辺
の里山「蛍流の森」の保全活動を支援しています。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

担当課：環境政策課

R２年度の成果等

ふるさとの名木の樹勢回復を実施します。

■北山湿地保全管理計画推進懇談会を実施しました。

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課

■湿地保全活動を20回行いました。延べ参加人数177人

執行額（R２年度）

R２年度の成果等
自然環境監視員の設置 7名の監視員が自然環境保護区や指定希少野生

動植物種などの監視及び違反行為の監視などを実
施します。

R２年度の成果等

概 要
自然環境に関する標本
の保管場所の検討

具体的な取組み

具体的な取組み 概 要 R２年度の成果等

R２年度の成果等
里山の維持管理への支
援

具体的な取組み 概 要

概 要 R２年度の成果

多自然川づくりの推進 平成９年の河川法改正に伴い、それまでの「治
水」、「利水」に加えて「河川環境の保全」が定められ
ました。その後、平成20年4月に「中小河川に関する
河道計画の技術基準」が国により定められ、多自然
型川づくりが進められています。担当課：河川課

■R2実績なし

担当課：環境政策課

概 要
「ふるさとの名木」・「ふるさ
との森」の指定及び保全

ため池の耐震化

担当課：農地整備課

具体的な取組み 概 要

■R2実績なし。

執行額（R２年度）

池沼・湿地・里地・里山保
全活動の推進

保護団体と協働して、概ね毎月２回の湿地保全活
動を実施し、更に自然保護活動者の参加を促進して
います。

担当課：公園緑地課

■樹勢回復を1ヶ所で実施しました。

執行額（R２年度）

具体的な取組み 概 要

具体的な取組み

【河川課】
■Ｒ２実績なし。
【公園緑地課】
■大門河川緑地の整備を行いました。

執行額（R２年度）

担当課：森林課

具体的な取組み 概 要

【河川課】
川の自然に触れられる水辺空間を創出するため、

散策路等の整備を進めています。
【公園緑地課】
安全に水辺に近づける環境を整えます。

水辺とふれあえる環境整
備の推進

担当課：河川課・公園緑
地課

R２年度の成果等
貴重な自然の保護活動
の支援

湿地保全活動団体が行っている保全活動に対し、
資材の提供などの支援を実施します。

担当課：環境政策課 執行額（R２年度）

■北山、小呂湿地等の保全活動の支援を行いました。

具体的な取組み 概 要

R２年度の成果等

概 要

■標本を整理し、水とみどりの森の駅で展示を行いました。

執行額（R２年度）

具体的な取組み 概 要

具体的な取組み 概 要

保管場所の検討・保管を実施します。
具体的な取組み

R２年度の成果等
自然環境保護区の指定
及び保全

自然環境保護区に指定した北山湿地（池金町）を
保護していくための保全計画を策定し、更に追加指
定するための調査検討を実施します。

担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

■自然環境監視員（平成21年度設置）による監視活動を行いました。
延べ監視日数260日
執行額（R２年度）

具体的な取組み

R２年度の成果等
市民による身近な動植物
調査の継続的実施

ギフチョウやゲンジボタルの生息調査を実施しま
す。



●身近な自然環境を創出・保全します。

－ 千円

－ 千円

1-2-2 施設や街路、地域等の緑化推進
●公共公益施設の緑化を推進します。

5,026千円

【道路予防保全課】－ 千円

【道路建設課】－ 千円

248千円

－ 千円

●民有地の緑化を推進します。

810千円

－ 千円

－ 千円

－ 千円

●河川の緑化を推進します。

109千円

1-2-3 農地の保全・活用
●農地を保全します。

4,609千円

－ 千円

具体的な取組み 概 要 R２年度の成果等
駐車場、前庭、校庭、建
物等の緑化の推進

本庁舎内および周辺の植物を適切に管理し、庁舎
内の緑化展示を行うことによって温室効果ガスの削
減を図ります。

■主な施策
本庁舎内植物の管理
庁舎緑化展示

執行額（R２年度）

■Ｒ２実績なし。

執行額（R２年度）

生き物の住みやすいほ
場整備の推進
担当課：農地整備課

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

河川において失われた自然環境の回復を目指し、
多自然川づくりの一環として河川沿いに自然植生を
植樹します。

■新規協定認可0件
執行額（R２年度）

■羽根長池調整池に葦を植え込みました。

都市緑地法第45条及び第54条に基づく緑地協定
の認可をします。

R２年度の成果等

排水路に魚巣ブロックを配置することにより、魚類
の退避場、生育場所を確保します。

市街地緑化事業費補助金（生垣設置・屋上等緑
化）制度をPRします。

具体的な取組み 概 要

執行額（R２年度）

【道路予防保全課】
■街路樹の植樹を行う工事はありませんでした。
【道路建設課】
■街路樹の植樹を行う工事はありませんでした。

【道路予防保全課】
街路樹の管理をします。

【道路建設課】
道路の新設工事及び改築工事に伴い、植樹を行い

ます。

植栽を実施します。

学校林の保全と育成

垣又はさくの構造の制限を定めた地区計画により
ブロック塀などの築造を制限し、緑化を推進しやすい
環境を整えます。

新たな指定に向け、調査・検討を実施します。

概 要

「岡崎市環境学習プログラム」に基づき、児童・生徒
の興味・関心や学校や地域の環境に合わせた環境
教育を推進します。

担当課：学校指導課 執行額（R２年度）

具体的な取組み

■ホタル保護レンジャー活動等をとおして、ホタルの保護・育成・水辺
の環境整備を行いました。

概 要

執行額（R２年度）

■都市計画法第58条の2に基づく届出制度の適正な運用を実施しまし
た。

担当課：都市計画課

具体的な取組み 概 要

具体的な取組み

■「園芸教室」「花と緑のガーデナー養成講座」「緑の勉強会」等を開催
しました。

具体的な取組み

担当課：庁舎車両管理課

概 要

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課 執行額（R２年度）

■市政だより掲載などによるPRを実施しました。

担当課：公園緑地課

R２年度の成果等

■30年度版岡崎市環境学習プログラムに基づいた環境学習を全小中
学校で実施しました。
■里山再生（秦梨小）、野鳥保護（生平小）、森林保全活動（額田中）な
ど、各校で地域の環境に合わせた環境学習が行われました。

自然ふれあい地区の整
備

■おおだの森において、おおだの森保護事業者会「山留舞会」の活動
を支援しました。

概 要

概 要

担当課：道路予防保全
課・道路建設課

R２年度の成果等

ホタル学校において、ホタルをとおして自然の共生
を学びながら、ホタルの幼虫の育成等を実施しま
す。

R２年度の成果等

ホタルの保護・育成によ
る水辺環境の保全

担当課：環境政策課

具体的な取組み 概 要

R２年度の成果等

具体的な取組み

R２年度の成果等

概 要 R２年度の成果等

■都市計画課及び農業委員会において、適正な管理の啓発を行いま
した。
執行額（R２年度）

担当課：河川課 執行額（R２年度）

具体的な取組み

概 要

河川敷の親水性に配慮
した計画的な緑化

担当課：公園緑地課

市民等への緑化指導と
支援

あいち森と緑づくり税を活用し、各種講習会等を開
催します。

担当課：公園緑地課

具体的な取組み 概 要
緑化推進への補助金制
度の推進

具体的な取組み

地区計画制度の活用

具体的な取組み

生産緑地の適正な管理
の推進

公害や災害の防止、農林漁業と調和した都市環境
の保全等に役立つ生産緑地について、適正な管理
を推進し、良好な都市環境の形成を図ります。担当課：都市計画課

概 要

緑地協定の推進

具体的な取組み

街路樹の整備

R２年度の成果等

公園等の緑化の推進 ■薬師公園などに植栽を行いました。

R２年度の成果等

担当課：公園緑地課



1,210千円

4,410千円

2,581千円

－ 千円

●農業を振興します。

195千円

3,071千円

1,318千円

●土とのふれあいを推進します。

担当課：農務課 171千円

【農業支援センター】 1,067千円
【環境政策課】－ 千円

1-2-4 生態系ネットワーク化の推進
●生態系のネットワークを形成します。

－ 千円

－ 千円

イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、ハクビシン、カラ
ス等の有害鳥獣を捕獲し、農林水産業被害を防止し
ます。

担当課：農務課

概 要 R２年度の成果等

■市が事務費の負担を行うことにより、岡崎市鳥獣害対策協議会は事
業費14,961千円をかけて、侵入防止柵約13.337Kmを設置しました。

具体的な取組み
農業体験プログラムの提
供

具体的な取組み 概 要

貴重な里山環境が残る「おかざき自然体験の森」
（八ツ木町）において、生息する多様な生物の保護
活動や里山整備を進めています。

担当課：農業支援セン
ター・環境政策課

指定した各森の駅・森の駅育成地区において、
様々な自然体験イベントや観察会、森林整備体験な
どを実施し、自然の大切さや水環境の重要性等を啓
発します。担当課：環境政策課

■西三河生態系ネットワーク協議会に参加しました。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

担当課：環境政策課

概 要
西三河生態系ネットワーク協議会に参加し、ネット

ワーク形成を推進します。

執行額（R２年度）

豊かな自然を保つ生態
系ネットワーク形成に向
けた事業の推進

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

R２年度の成果等

【農業支援センター】
野菜栽培教室などの各種農業体験教室や農業

塾を開催します。
【環境政策課】
おかざき自然体験の森（八ツ木町）において、各種

農業体験プログラムを実施します。

執行額（R２年度）

■Ｒ２年度の実施面積 6,632ａ
5割低減＋カバークロップ（緑肥の施用） 300ａ
5割低減＋堆肥の施用 6,195ａ
有機農業 137ａ

■利用権設定等促進事業によって、令和２年度中に計285haの利用権
設定を実施し、令和２年度末時点での合計設定面積は1,274haとなりま
した。
■新規就農者として１名を、認定農業者として新たに１経営体を確保し
ました。また経営改善計画の終期到来を迎える認定農業者の再認定
を行いました。

担当課：農地整備課

環境保全型農業直接支援対策事業を実施します。
⑴化学肥料、化学合成農薬を５割低減する取組と
セットで、地球温暖化防止・生物多様性保全に効果
の高い取組を行う農業者を支援します。
(2)有機農業の取組を行う農業者を支援します。

R２年度の成果等
農用地の利用集積と担
い手育成の推進

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

具体的な取組み

担当課：農務課

概 要

R２年度の成果等

■Ｒ２実績なし。

利用権設定促進事業を実施します。
認定農業者等、担い手の育成・確保に向けた活動

を実施します。

農林業被害をもたらす鳥
獣の捕獲推進

環境保全型農業の推進
による施肥量等の適正
化・低減

執行額（R２年度）

多様な生物が生息する
里山環境の保全と再生
の推進

執行額（R２年度）

■管理施設（おかざき自然体験の森・わんPark・ホタル学校）におい
て、自然や自然素材を利用した体験プログラムを行いました。

具体的な取組み

魚類、水生生物等に配慮した魚巣ブロック等を用
いた農業用用排水路を整備します。

具体的な取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

概 要 R２年度の成果等
農地を獣害から守るため
の施設設置支援

岡崎市鳥獣害対策協議会が実施している侵入防
止柵設置事業は国の交付金で実施されているが、
協議会運営に必要な事務費を市が負担することによ
り、協議会事業を支援します。

概 要 R２年度の成果等

有機肥料施用量 ぶどう栽培 108ｔ、いちご栽培 26t、なす栽培 85ｔ、
計219ｔ

おかざき水とみどりの森
の駅事業の推進

自然に配慮した農地の
整備の推進

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

担当課：中山間政策課

■イノシシ796頭、ニホンジカ730頭、ニホンザル37頭、小動物383頭、
鳥類1,967羽を捕獲しました。
執行額（R２年度）

具体的な取組み 概 要

R２年度の成果等

概 要

新規市民農園の増設に向けて啓発活動を実施し
ます。
市民農園開設に対しての支援を実施します。
既存市民農園の継続的な支援を実施します。

■既存市民農園の利用者の更新募集の実施及び新規開設を支援、ま
た利用者に対して栽培の講習会を実施したことにより継続的な市民農
園の利用者の確保を図りました。
市民農園新規開設 １ヶ所25区画

市民農園の整備

ぶどう、いちご、なす栽培において化学肥料を減ら
し、堆肥等の循環型有機肥料栽培を推進します。

【農業支援センター】
■各種農業体験教室、農業塾 延べ203名参加
【環境政策課】
■田植えや稲刈りなど一連の作業を昔ながらの方法で体験できるイベ
ント等を行いました。

具体的な取組み

具体的な取組み 概 要

担当課：中山間政策課

担当課：環境政策課

具体的な取組み

■里山保全活動を推進し、また、市民活動団体との協働により森林整
備等の維持管理を継続して行いました。また、森全体（公開区域）の動
植物調査を行い、調査結果に基づき、保全管理計画を策定した。



1-2-5 自然とのふれあいの場の整備
●自然を体験し、学習できる場を整備します。

【環境政策課】－ 千円
【動物総合センター】－ 千円

－ 千円

3,827千円

1-2-6 自然とふれあう活動の育成と支援
●自然とふれあう機会を提供します。

－ 千円

●自然とふれあう活動を支援します。

88千円

－ 千円

－ 千円

R２年度の成果等

■新規登録者：0人

担当課：環境政策課

■施設職員による日常の施設管理と、業者による植栽管理等を行い
ました。

具体的な取組み

■環境学習活動コーディネート実践講座しました。延べ参加人数26人

具体的な取組み

R２年度の成果等

自然観察会、探鳥会、自
然体験イベント、展示会
等の実施

R２年度の成果等

わんParkにおいて、幼児でも
伸び伸びと遊びながら自然を
体験できるような施設整
備を進めます。

自然体験プログラムの開
発及び実施

具体的な取組み 概 要

【環境政策課】
おかざき自然体験の森やわんPark、ホタル学校に

おいて、身近な生き物（特に昆虫）とふれあうことが
できるよう整備をします。
【動物総合センター】
動物ふれあい講座は、平成19年度から実施してい

ます。
東公園動物園のふれあい

事業は、平成20年3月に開設
したふれあい広場等で実施
しています。

具体的な取組み

■各施設において、動植物を実際に手に取り観察できるようなプログ
ラムを開催しました。

R２年度の成果等

自然保護等に必要な基礎知識の習得や保全活動
の中心的活動者の養成を図る講座を実施します。

執行額（R２年度）

具体的な取組み 概 要

49千円

自然環境保全推進員の
育成

概 要 R２年度の成果等

担当課：環境政策課

身近な生き物とふれあい
の場の整備

執行額（R２年度）

具体的な取組み

子どもたちが遊びを通し
て自然とふれあえる場の
整備

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

【環境政策課】
■体験の森ではビオトープ管理作業や里山整備を行うことで、多様な
生物を観察できる場所を維持管理しました。
ホタル学校ではゲンジボタルやカワニナを飼育して来場者が観察で

きるようにしました。
【動物総合センター】
■学校飼育動物の飼い方教室、市内の公立こども園・保育園を対象に
行うなかよし教室、東公園動物園のふれあい事業は、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止のため開催を見送りました。

概 要 R２年度の成果等

■市民ボランティアや市民活動団体と協働でビオトープ管理や森林整
備等を行い、里山保全活動を継続して行いました。

自然環境保全活動団体
の育成と支援

担当課：環境政策課 執行額（R２年度）

【環境政策課】
■くらがり渓谷で自然観察会を9回開催しました。延べ参加人数217人
■北山湿地で自然観察会を開催しました。（6・9月） 延べ参加人数48
人
■菅生川で探鳥会を開催しました。参加人数23人

概 要 R２年度の成果等

R２年度の成果等

担当課：環境政策課

概 要

おかざき自然体験の森・わんPark・ホタル学校など
の各施設において、動植物を観察したり実際に触れ
ることができるようなプログラムを企画し、開催しま
す。

担当課：環境政策課

具体的な取組み 概 要

北山湿地において、観察会を企画し、開催します。
他にも自然保護の大切さ、必要性に対する意識の

高揚を図る各種イベントを開催します。

執行額（R２年度）

自然保護活動者養成講座修了者の自然環境保全
推進員への登録を推進します。

担当課：環境政策課

執行額（R２年度）

自然保護活動者養成活
動の実施

概 要

森林や動植物の学習と
体験の場の整備

おかざき自然体験の森において、市民活動団体な
どとの協働による整備を進めます。

担当課：環境政策課

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課・動
物総合センター

具体的な取組み

■新型コロナウイルスのため、湿地サミットは中止となりました。湿地の保全に必要な知識の向上を図る研修会や
他自治体との交流会を開催します。



環境目標２ 良好な生活環境が確保されるまちに

■環境施策の体系

環境目標2

2-1-1 水源の涵養

2-1 健全な水環境を確保する

2-1-3 流域の連携

2-1-4 生活排水対策の推進

2-1-5 事業所排水対策の推進

2-1-6 下水道の整備

2-1-2 雨水の有効利用

2-1-8 水辺とふれあう機会の創出

2-2-4 悪臭問題への対策

2-2-7 化学物質への対策

2-2-1 大気汚染への対策

2-2-6 近隣環境問題への対応

2-2 生活環境を保全する

2-2-3 土壌汚染への対策

2-1-9 水環境保全活動の活性化

2-2-8 監視体制の充実

2-1-7 監視体制の充実

2-2-2 騒音・振動への対策

2-2-9 環境相談対応

2-2-5 ダイオキシン類対策



2-1-3 流域の連携

●環境保全活動を支援します。

2-2-6 近隣環境問題への対応

2-1-7 監視体制の充実

●近隣騒音を防止します。

●農業集落排水施設の機能強化及び機能保全を推進します。

2-2-5 ダイオキシン類対策 ●事業所からのダイオキシン類の排出濃度の適正化を推進します。

2-2-7 化学物質への対策
●法令等で届出が義務付けられている事業者に届出の指導をします。

●監視体制を強化します。

●日照障害を防止します。

●地下水汚染への対策を推進します。

2-1-6 下水道の整備

●公共下水道事業を推進します。

2-2-8 監視体制の充実

●化学物質の使用等について啓発します。

●事業所からの悪臭を防止します。

2-1-8 水辺とふれあう機会の創出

2-2-4 悪臭問題への対策

2-2-1 大気汚染への対策

2-2-3 土壌汚染への対策

2-1-9 水環境保全活動の活性化

●水源の森を保全・育成します。

●事業所からの土壌汚染を防止します。

2-1-5 事業所排水対策の推進

2-1-4 生活排水対策の推進

●環境調査を充実させます。

●水との関わりを増やします。

●光害防止の取組みを推進します。

●水質の調査を充実させます。

●水質の監視体制を強化します。

●上下流域の連携を図ります。

●電波障害を防止します。

●事業所からの騒音・振動を防止します。

●自動車騒音・道路交通振動への対策を推進します。

●自動車から大気汚染の原因となる物質の排出を抑制します。

●汚濁水の排出を防止します。

●生活排水の意識啓発を促進します。

●事業所から大気汚染の原因となる物質の排出を防止します。

●クレーム対応は早期に対応します。2-2-9 環境相談対応

●特定環境保全公共下水道事業を推進します。

●合併処理浄化槽の普及を推進します。

2-1-1 水源の涵養

施 策

2-1-2 雨水の有効利用 ●雨水を有効に利用します。

2-2-2 騒音・振動への対策

取 組 み



2-1 健全な水循環を確保する
2-1-1 水源の涵養

●水源の森を保全・育成します。

担当課：森林課 － 千円

担当課：森林課 4,517千円

担当課：森林課 22,824千円

2-1-2 雨水の有効利用
●雨水を有効に利用します。

【河川課】－ 千円
【下水工事課】－ 千円
【サービス課】 699千円

【サービス課】699千円
【廃棄物対策課】 90千円

2-1-3 流域の連携
●上下流域の連携を図ります。

担当課：企画課 3,180千円

【環境政策課】－ 千円
【環境保全課】30千円

2-1-4 生活排水対策の推進
●合併処理浄化槽の普及を推進します。

22,263千円

－ 千円

具体的な取組み

具体的な取組み

浄化槽の適正な維持管
理の指導

担当課：サービス課・廃
棄物対策課

【河川課・下水工事課】
降雨時の河川への雨水の流出を抑制し水害の低

減を図るため、雨水の貯留・浸透を推進します。
【サービス課】
雨水貯留浸透施設設置補助事業を実施します。

具体的な取組み

具体的な取組み
矢作川流域自治体の連
携強化

雨水の有効利用の推進 【サービス課】
雨水貯留浸透施設設置補助事業を実施します。

【廃棄物対策課】
既存単独処理浄化槽を雨水貯留槽に転用する場

合に雨水貯留槽への転用補助金を交付します。

概 要 R２年度の成果等

■「矢作川流域圏懇談会」に参加しました。
■「豊かな海”三河湾”環境再生推進協議会」、「豊川・矢作川水系水
質汚濁対策連絡協議会」、「西三河地域水循環再生地域協議会」が開
催されました。

概 要
県内自治体との連携強
化

R２年度の成果等

西三河地域における水需要の増加と、水害防止に
対処するため、矢作川水系における治水と、水資源
の涵養に重要な機能を果たしている森林の整備、並
びに洪水調整と水資源開発に伴う影響緩和を矢作
川水系によって結ばれる上下流域が一体となって推
進する。
実施主体：公益財団法人矢作川水源基金
構成員：愛知県及び矢作川流域の10市町

■水源林対策事業に要する経費に対する助成

執行額（R２年度）

担当課：廃棄物対策課

概 要
浄化槽の正常な機能を発揮させ、河川等の公共用
水域を保全するため、浄化槽の適正な維持管理の
指導等を行います。

合併処理浄化槽への転
換の促進

概 要

「矢作川流域圏懇談会」、「豊かな海”三河湾”環境
再生推進協議会」、「豊川・矢作川水系水質汚濁対
策連絡協議会」、「西三河地域水循環再生地域協議
会」に参加し、連携を図っています。

執行額（R２年度）

■間伐等の森林整備に対し、補助金を交付し森林の公益的機能の向
上、水源の涵養能力の向上を図りました。

概 要

具体的な取組み

担当課：環境政策課・環
境保全課

担当課：廃棄物対策課

水源域での森林開発抑
制の指導

【河川課・下水工事課】
■雨水貯留浸透施設の設置の助言・啓発を行いました。
【サービス課】
■雨水貯留浸透施設設置 17件の補助金を交付しました。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

■愛知県林務課から確認依頼のあった件については、庁内関係課等
に確認を取った上で支障がないことを伝えたことから常に県と調整を
図り協力ができました。

執行額（R２年度）

概 要 R２年度の成果等

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

■森林が土地の保全や水源の涵養等の多面的機能を発揮するため
の整備を実施しました。

森林が土地の保全や水源の涵養等の多面的機能
を発揮するため間伐を始めとした整備を実施しま
す。

概 要

R２年度の成果等

森林の公益的機能の向上のため、間伐等の森林
整備に対し補助金を交付します。

概 要 R２年度の成果等

執行額（R２年度）

具体的な取組み

担当課：河川課・下水工
事課・サービス課

概 要
雨水の貯留・浸透の推進

【サービス課】
■雨水貯留浸透施設設置 17件の補助金を交付しました。
【廃棄物対策課】
■雨水貯留槽への転用の促進を図りました。（Ｒ２実績 １件）

R２年度の成果等

具体的な取組み

民有林保全のための造
林補助の推進

具体的な取組み
1ｈａを超える森林の開発を行う際には、開発事業

者又は所有者が愛知県に申請し許可を得ることに
なっています。愛知県が許可を出すに当たり法令等
に抵触しないか庁内で確認を取り、支障がなければ
県に対し確認事項を伝えます。

具体的な取組み

市有林の維持管理

汲取り便所又は単独浄化槽から合併処理浄化槽
へ転換する方へ、補助金を交付します。

■合併処理浄化槽の普及促進をしました。（Ｒ２実績 31基）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等
適正に浄化槽が管理されるよう指導・啓発を行いました。（Ｒ２実績
1,257件）

執行額（R２年度）



●生活排水の意識啓発を促進します。

【環境政策課】－ 千円
【環境保全課】－ 千円

2-1-5 事業所排水対策の推進
●汚濁水の排出を防止します。

【環境保全課】－ 千円
【廃棄物対策課】－ 千円

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

●地下水汚染への対策を推進します。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

2-1-6 下水道の整備
●公共下水道事業を推進します。

担当課：下水工事課 757,818千円

担当課：下水工事課 － 千円

●特定環境保全公共下水道事業を推進します。

担当課：下水工事課 170,339千円

●農業集落排水施設の機能強化及び機能保全を推進します。

担当課：下水施設課 121,795千円

公共用水域への汚濁水
流出防止の指導

地下水汚染を発生させた事業者に対し、地下水浄
化について指導をするとともに、定期的な報告を指
導します。

担当課：環境保全課・廃
棄物対策課

日常生活や事業活動により発生した汚水を処理
し、公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全を図
り、都市の健全な発展と快適な生活環境を実現しま
す。

■下水普及率
R1年度末89.1％
R2年度末89.1％

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

排水量の多い事業場や有害物質を使用する事業
場などに「環境の保全に関する協定」の締結を働き
かけます。協定では法令より厳しい排水基準を設け
ています。

■新たな地下水汚染はありませんでした。また、地下水汚染がある事
業場から定期報告を受け、浄化指導を継続しました。

概 要

R２年度の成果等概 要

具体的な取組み
■立入検査：56件
■協定報告事業所数：39件

概 要

事業所排水の監視

合流式下水道の改善
概 要

合流式下水道における雨天時の未処理下水の放
流は、水質汚濁や悪臭、公衆衛生上の観点から大
きな社会問題になっているため、合流式下水道区域
の公共用水域における水質保全や公衆衛生の向上
を図ります。

具体的な取組み

概 要

農業集落排水施設の機
能強化及び機能保全の
推進

R２年度の成果等

環境の保全に関する協
定の締結推進

執行額（R２年度）

概 要

環境教室、出前講座などを実施し、生活排水につ
いての知識を深めてもらい、水に対する意識の啓発
を行います。

■新規に3事業所と協定を締結しました。（全124事業所）

水質汚濁防止法特定事業場に対し、立入検査を実
施し、汚水の流出防止に関する指導を行います。
「環境の保全に関する協定」によって、水質検査結果
を報告させ、汚水処理が適正に実施されていること
を確認します。

具体的な取組み

事業活動による地下水
汚染対策の指導

R２年度の成果等

流域関連公共下水道の
整備推進

概 要

執行額（R２年度）

農業集落排水施設の計画的な改築と適正な維持
管理の継続により、農業用用排水の水質保全と公
共用水域の水質保全に寄与します。

具体的な取組み

生活排水学習会等の開
催による啓発

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課・環
境保全課

具体的な取組み

具体的な取組み

特定環境保全公共下水
道の整備推進

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

■機能強化対策として、１地区の事業計画作成、２地区の改良工事実
施設計及び１施設の更新工事を行いました。

執行額（R２年度）

概 要

具体的な取組み

R２年度の成果等

R２年度の成果等
■平成26年度に事後評価を実施しました。

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

R２年度の成果等
自然公園に隣接し、水道水源上流域であるため、

日常生活により発生した汚水を処理し、公衆衛生の
向上と公共用水域の水質保全を図り、快適な生活環
境を実現します。

■樫山地区の整備を12.35ha行いました。

【環境保全課】
公共用水域の監視を行うとともに、汚濁水流出事

故時に原因の調査及び措置を行い、必要に応じて
事業者に指導します。
【廃棄物対策課】
浄化槽保守点検業者への立入・指導を行います。

概 要 R２年度の成果等
■環境教室「わたしたちと水」を２回行いました。延べ参加人数222人
■出前講座「水との関わりについて」を1回行いました。延べ参加人数
25人

【環境保全課】
■水質事故対応：29件
【廃棄物対策課】
■浄化槽保守点検業者への立入・指導は、新型コロナウイルス感染
拡大防止のため自粛しました。（Ｒ２実績 ０件）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

地下水質の定期的な監
視

水質汚濁防止法に基づく測定計画等により、定期
的に地下水質検査を行います。

■37箇所の地下水質検査を実施しました。地下水汚染がある地点に
ついては、継続して監視していきます。
執行額（R２年度）



2-1-7 監視体制の充実
●水質の調査を充実します。

20,909千円

担当課：環境保全課 － 千円

【環境保全課】10千円
【環境政策課】－ 千円

担当課：環境保全課 － 千円

●水質の監視体制を強化します。

16,043千円

2-1-8 水辺とふれあう機会の創出
●水との関わりを増やします。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：河川課 320千円

2-1-9 水環境保全活動の活性化
●環境保全活動を支援します。

534千円

担当課：環境政策課 － 千円

－ 千円

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課

市民環境目標の支援 ■各団体の保全活動を支援しました。
具体的な取組み

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要 R２年度の成果等

R２年度の成果等

概 要 R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

河川美化団体の活動支
援

水質汚濁防止法の特定事業場や協定締結事業場
等に対し、立入検査を実施します。排出水を採取し、
検査を行い、基準超過時には改善を指導します。

執行額（R２年度）

具体的な取組み

■水環境調査ボランティア参加者85人
■川の通信簿をつけよう参加者118人

具体的な取組み

■市民ボランティア調査地点数 のべ79地点
環境教室実施校数 ６校

定期的な河川水質調査
の実施

概 要

具体的な取組み

執行額（R２年度）

事業所排水検査の実施
と指導

具体的な取組み

具体的な取組み

■水質調査件数：56件（うち基準超過及びそのおそれ３件）

担当課：総合検査センター

概 要具体的な取組み

具体的な取組み

水質汚濁防止のための調査測定、公共用水域及
び地下水の水質測定、事業所等の排水等の測定及
び市各施設の排水等の測定をします。

概 要

R２年度の成果等概 要
河川美化団体の活動を支援するため、補助金を交

付します。

■公共用水域等水質調査を実施しました。
■31河川41地点：276件 工場排水等：1,374件
■ゴルフ場：５件 地下水：36件

【環境保全課】
市民ボランティアによる河川の水生生物調査を実

施します。
【環境政策課】
小学校向けの環境教室を実施し学区内の水生生

物の調査を実施します。
担当課：環境保全課・環
境政策課

河川が地域住民の共有の財産であるという認識の
下に、市民と行政との協働による美化活動を通じ
て、河川愛護意識の高揚と良好な河川環境を創出し
ます。

愛護団体による河川環境美化活動が実施されました。
市河川：14河川（17団体）
県河川：８河川(18団体)

継続的な水生生物等の
調査

概 要 R２年度の成果等

執行額（R２年度）

愛護団体の活動等によ
る水辺の保全

担当課：総合検査センター

概 要

市民一斉水環境調査の
実施

総合検査センターの施設
充実

具体的な取組み

監視体制の維持及び強化を図るため、計画的な機
器更新や必要な機器の整備を行います。

■測定機器等の更新を行いました。

執行額（R２年度）

乙川流域における面源
負荷量の調査

雨天時や、代掻きの時期に乙川流域の水質調査
を行うことで、山林や、田畑、市街地といった面源か
らの汚濁負荷量を把握し、今後の水環境施策を検討
する上での基礎資料とします。

■Ｈ30年度で調査を終了しました。

■河川美化団体の活動支援10団体

乙川流域に関係する団体の相互理解を促進し、全
体の環境活動を活性化するため、平成20年度から
開催しています。

■R２年度実績なし。

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

R２年度の成果等
乙川サミット関係団体の
連携強化

「あいち水循環再生指標」を基に、河川の状況を水
質のみではなく、水量、生態系などの観点から多角
的に調査し、水環境の健全度の評価を行います。

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

平成19年度に「ちせいの里ロックエンゼルの会」、
平成27年度に「北野ホタルの会」の活動を市民環境
目標として認定し、保全活動を支援しています。

概 要

担当課：環境保全課

具体的な取組み



2-2 生活環境を保全する
2-2-1 大気汚染への対策

●事業所から大気汚染の原因となる物質の排出を防止します。

－ 千円

291千円

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

●自動車から大気汚染の原因となる物質の排出を抑制します。

担当課：環境政策課 8,050千円

担当課：環境政策課 － 千円

2-2-2 騒音・振動への対策
●自動車騒音・道路交通振動への対策を推進します。

【都市計画課】4,598千円
【道路建設課】145,250千円

担当課：道路維持課 － 千円

●事業所からの騒音・振動を防止します。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

具体的な取組み

■騒音苦情：75件
■振動苦情：8件
■協定報告事業所数：11件

担当課：都市計画課・道
路建設課

道路構造の改善の推進

概 要 R２年度の成果等

R２年度の成果等

担当課：環境保全課

R２年度の成果等

■電気自動車用充電設備利用件数
東立体駐車場(急速充電器) 285件（Ｒ２年度末をもって利用終了）
道の駅 藤川宿(急速充電器) 531件 (普通充電器) ６件
■エコドライブコンテスト参加者 ８人
■補助実績 ＦＣＶ 6台 ＥＶ 30台 ＰＨＶ 115台

R２年度の成果等

概 要

住宅地における交通量の多い市道の道路整備で
は、車道舗装に騒音の抑制効果が期待できる排水
性舗装を採用します。

【都市計画課】
■都市計画道路見直し方針を策定し、公表しました。
【道路建設課】
■延長488ｍを整備しました。

執行額（R２年度）

規制基準遵守の指導

概 要

特定施設、騒音振動発
生施設の設置等に関す
る指導

具体的な取組み

エコドライブの普及促進

【都市計画課】
道路網の整備推進に寄与する、都市計画道路の

変更等を必要に応じ行います。
【道路建設課】
道路の新設及び拡幅等を行います。

設置者に対して大気汚染防止法及び県条例に規
定するばい煙発生施設の設置時や変更時などに必
要な届出書の提出についての指導をします。

具体的な取組み

担当課：環境保全課

平成23年度から上地自動車学校でエコドライブコ
ンテストを開催。指定のコースを走行し、燃料消費量
の少なかった上位者を表彰します。

■参加者８人

具体的な取組み

執行額（R２年度）

Ｒ２実績なし。

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

■設置届出数：43件
■数変更届出数：80件

具体的な取組み

交通網の整備の推進

執行額（R２年度）

解体工事現場からのアス
ベストの排出防止の指導

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

概 要 R２年度の成果等

市内のばい煙発生施設を有する事業所に対し、計
画的な液体燃料の硫黄分行政検査を実施するととも
に、良質燃料への転換を指導します。

良質燃料への転換の指
導

具体的な取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

概 要

■Ｒ２年度実績なし

概 要

■ばい煙発生施設設置届出数：６件

執行額（R２年度）

概 要 R２年度の成果等

ばい煙発生施設の設置
等に関する指導

市内のばい煙発生施設又は揮発性有機化合物排
出施設を有する大規模な事業所に対し、計画的な行
政検査を実施して排出状況を確認し、必要に応じて
指導をします。

■立入件数15件

工場、事業所の排ガス規
制の指導

電気自動車用充電設備を市民・市内事業者に一
般開放します。
エコドライブコンテスト開催時に次世代自動車を展

示します。
次世代自動車購入者に購入経費の一部を補助し

ます。

概 要

次世代自動車、低公害
車などの普及促進

特定施設、騒音振動発生施設の設置届等の提出
があった際に審査を行い、必要に応じて指導を行い
ます。

概 要

■ばい煙行政検査を４件実施し、全て排出基準に適合していました。

具体的な取組み

R２年度の成果等

苦情の申立てがあった場合には現地確認を行い、
必要に応じて騒音振動測定を実施して、基準適合状
況を調査します。また、環境の保全に関する協定に
より基準遵守状況を確認します。

具体的な取組み

R２年度の成果等
特定粉じん排出作業実施届出書が提出された市

内の解体工事に対し、原則全件立入調査を実施し、
作業基準に適合しているかを確認し、必要に応じて
指導をします。

執行額（R２年度）

具体的な取組み 概 要



2-2-3 土壌汚染への対策
●事業所からの土壌汚染を防止します。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

2-2-4 悪臭問題への対策
●事業所からの悪臭を防止します。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

2-2-5 ダイオキシン類対策
●事業所からのダイオキシン類の排出濃度の適正化を推進します。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 352千円

2-2-6 近隣環境問題への対応
●近隣騒音を防止します。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

●電波障害を防止します。

担当課：都市計画課 － 千円

●日照障害を防止します。

担当課：都市計画課 － 千円

特定施設の設置等に関
する指導

■悪臭苦情：25件

R２年度の成果等

具体的な取組み

悪臭発生施設に関する
指導

■対象事業場に３件の立入りを行い、地下浸透防止のための構造、設
備及び使用の方法に関する基準の遵守、定期点検及びその結果の記
録・保存を行うよう指導しました。

執行額（R２年度）

具体的な取組み

営業騒音に対する指導

悪臭の防止に関する指
導

■対象事業場に３件の立入りを行い、漏洩等が起こらないよう適切な
管理を行うよう指導しました。

水質汚濁防止法の届出事業場で有害物質を使用・
貯蔵等する施設の設置者に対し、地下浸透防止の
ための構造、設備及び使用の方法に関する基準の
遵守、定期点検及びその結果の記録・保存の指導を
します。

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

事業所への立入検査時に指導、啓発を実施しま
す。また、県条例の届出により稼働状況を把握しま
す。苦情の申立てがあった場合には、現地確認を行
い必要に応じて行政検査を実施し、基準超過時には
指導を行います。一定の事業者には協定により悪臭
測定を義務化します。

R２年度の成果等概 要

R２年度の成果等

概 要具体的な取組み

■特定施設の設置や変更の届出はありませんでした。

■悪臭関係工場等届出数：38件
■協定報告事業所数：６件

具体的な取組み

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

事業所への立入検査時に指導、啓発を実施しま
す。苦情の申立てがあった場合には、現地確認を行
い必要に応じて行政検査を実施し、基準超過時には
指導を行います。

大気基準適用施設及び
水質基準適用事業場か
らの排出規制の指導

■11施設から測定結果の報告があり、２施設に対して行政検査を実施
しました。全ての施設で排出規制に適合していました。

概 要

概 要

概 要

有害物質の管理指導

具体的な取組み

有害物質の土壌浸透防
止の指導

R２年度の成果等

ダイオキシン類対策特別措置法に規定する施設の
設置時や変更時などに設置者に対して必要な届出
を指導します。

■営業騒音苦情：5件

執行額（R２年度）

具体的な取組み

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

施設の設置者にダイオキシン類の測定結果を報告
するよう指導し、排出規制の適合状況を確認します。
また、計画的な行政検査を実施して排出状況を確

認し、必要に応じた指導をします。

具体的な取組み 概 要

水質汚濁防止法の届出事業場で有害物質を使用・
貯蔵等する施設の設置者に対し、漏洩等が起こらな
いよう適切な管理を指導します。

近隣騒音の防止に対す
る取組み

概 要

概 要

苦情の申立てがあった場合には現況調査を行い、
状況に応じて生活環境への配慮を求めます。

R２年度の成果等

■近隣騒音苦情：2件

執行額（R２年度）

■該当事業：４事業

具体的な取組み

具体的な取組み

高さ18mを超える建築物を新築又は増築する場
合、岡崎市周辺環境に影響を及ぼすおそれのある
特定事業の手続及び実施に関する条例に定める特
定事業に該当し、住民説明会の開催と市との事前協
議を実施します。

高層建築物等の建設に
対する予測評価の実施
の指導

■該当事業：４事業

高層建築物等の建設に
対する予測評価の実施
の指導

高さ18mを超える建築物を新築又は増築する場
合、岡崎市周辺環境に影響を及ぼすおそれのある
特定事業の手続及び実施に関する条例に定める特
定事業に該当し、住民説明会の開催と市との事前協
議を実施します。

執行額（R２年度）

具体的な取組み

苦情の申立てがあった場合には現況調査を行い、
状況に応じて指導を行います。 執行額（R２年度）

概 要

R２年度の成果等

概 要

R２年度の成果等

具体的な取組み 概 要 R２年度の成果等
土地の形質の変更に関
する指導

土壌汚染対策法の一定規模以上の土地の形質の
変更をする者に対して届出の審査を行います。

■届出件数：40件

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）



●光害防止の取り組みを進めます。

担当課：環境保全課 － 千円

担当課：環境保全課 － 千円

2-2-7 化学物質への対策
●法令等で届出が義務付けられている事業者に届出の指導をします。

担当課：環境保全課 － 千円

●化学物質の使用等について啓発します。

担当課：環境保全課 － 千円

2-2-8 監視体制の充実
●環境調査を充実します。

24,700千円

1,090千円

1,892千円

45千円

担当課：総合検査センター

■光害苦情：１件

執行額（R２年度）

公害の防止及び環境の保全を目的に制定された
ダイオキシン類対策特別措置法等の関係法令に基
づき、市内の環境中ダイオキシン類大気、河川水質
及び底質、地下水、土壌の汚染の状況の常時監視
を実施します。

商業ビルなどの照明によ
る影響の防止に対する
取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

環境の保全について基本理念を定めた環境基本
法、公害の防止及び環境の保全を目的に制定され
た騒音規制法等の関係法令に基づき、市内におけ
る一般環境騒音、自動車騒音・道路交通振動、新幹
線鉄道騒音・振動の調査を実施します。

概 要

パンフレットによる啓発及びスターウォッチングネッ
トワークへの参加を呼びかけます。

執行額（R２年度）

典型7公害の一つとして、国が監視調査等に関す
る基本的な考えや監視体制を取りまとめた「地盤沈
下監視ガイドライン（平成17年6月29日 環境省通
知）」により、広域的に地下水位等を観測することに
よって地盤の沈下状況を把握するとともに、愛知県と
連携を図ります。

R２年度の成果等概 要

概 要

概 要

R２年度の成果等

星空観察への影響に対
する啓発

具体的な取組み

具体的な取組み

環境の保全について基本理念を定めた環境基本
法、公害の防止及び環境の保全を目的に制定され
た大気汚染防止法等の関係法令に基づき、市内の
大気の汚染の状況の常時監視及び一般環境中石綿
（アスベスト）調査を実施します。

■第一種指定化学物質の排出量及び移動量の届出書：77件
■特定化学物質取扱量届出書：70件

具体的な取組み

特定化学物質等取扱事業者に対し、事業所ごとに
特定化学物質等を適正に管理するために講ずる措
置を定め、届出書を提出するよう啓発します。

R２年度の成果等

苦情の申立てがあった場合には現況調査を行い、
状況に応じて生活環境への配慮を求めます。

執行額（R２年度）

概 要

具体的な取組み

担当課：総合検査センター

担当課：総合検査センター

具体的な取組み R２年度の成果等

R２年度の成果等
■５箇所の大気測定局で常時監視を実施しました。
①二酸化硫黄自動測定：２局
②窒素酸化物自動測定：５局
③一酸化炭素自動測定：１局
④光化学オキシダント自動測定：５局
⑤浮遊粒子状物質自動測定：５局
⑥微小粒子状物質自動測定：５局
⑦炭化水素自動測定：１局
■微小粒子状物質成分分析調査を実施しました。
２地点：年４回（84項目／回）
■有害大気汚染物質の常時監視を実施しました。
３地点：年12回（48物質／回）
■一般環境中石綿（アスベスト）調査を実施しました。
１地点２箇所：年１回（３日間）

担当課：総合検査センター

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

特定化学物質等取扱事業者に対し、特定化学物
質の排出量等について把握し、該当する化学物質に
ついての届出書を提出するよう指導します。また、事
業所ごとに特定化学物質等を適正に管理するため
に講ずる措置を定めた管理書を作成し、提出するよ
う指導します。

大気汚染状況の常時監
視

騒音、振動の状況の常
時監視

ダイオキシン類による汚
染状況の常時監視

地盤沈下観測所におけ
る地下水位及び沈下量
の観測

具体的な取組み

執行額（R２年度）

■大気のダイオキシン類調査を実施しました。
３地点：年４回
■河川水質及び河川底質のダイオキシン類調査を実施しました。
３河川４地点：年１回
■地下水質のダイオキシン類調査を実施しました。
１地点：年１回
■土壌のダイオキシン類調査を実施しました。
１地点：年１回

概 要

■2箇所の観測所で常時観測を実施しました。
地下水位常時観測：２観測所各２水位計
沈下量常時観測：1観測所２沈下計
観測機器点検：２観測所月２回
民間井戸観測：２観測井戸月１回

R２年度の成果等

具体的な取組み

概 要

化学物質の排出量等の
把握

化学物質の適正な管理、
使用の啓発

R２年度の成果等

■特定化学物質管理書の届出はありませんでした。

■一般環境騒音調査を実施しました。
17地点
■自動車騒音調査及び道路交通振動調査を実施しました。
主要道路９地点
■自動車騒音面的評価による達成率の評価を実施しました。
17路線41センサス区間（総延長距離122.6ｋｍ 評価対象住居戸数
22,423戸）
■新幹線鉄道騒音調査及び振動調査を実施しました。
４地点各２箇所(軌道の中心から25m及び50m)

執行額（R２年度）

■Ｒ２実績なし

概 要



1,923千円

●監視体制を強化します。

22,217千円

2-2-9 環境相談対応
●公害苦情相談は早期に対応します。

担当課：環境保全課 － 千円

具体的な取組み

■公害苦情：239件

■測定機器等の更新を行いました。
具体的な取組み R２年度の成果等

公害苦情相談の早期対
応

大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音及び振動などの
公害苦情に速やかに対応します。

大気測定局の適正配置

担当課：環境保全課・総
合検査センター

■大気常時監視測定局適正配置計画に基づき事務執行に努めまし
た。
■計画に基づき南部地域１局の新設及び既存局１局の廃局を実施し
ました。

執行額（R２年度）

公害監視機器の整備

概 要

監視体制の維持及び強化を図るため、計画的な機
器更新や必要な機器の整備を行います。

大気汚染防止法第22条の規定に基づく大気の汚
染の状況の常時監視に関する事務処理基準に基づ
き計画した大気測定局の適正配置を推進します。

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

具体的な取組み

担当課：総合検査センター

概 要 R２年度の成果等

概 要

執行額（R２年度）



環境目標３ 歴史と文化を育む風格あるまちに

■環境施策の体系

環境目標３

施 策

3-1-1 歴史的資産への啓発と保全活動の育成と支援

3-2-2 災害への対策

取 組 み

●地元の歴史的資産への意識を高めます。

●地元に伝わる文化や風習を保存・継承します。

3-2-1 都市景観環境の整備

●歴史と文化にふれる散策コースを整備します。

3-1-1 歴史的資産への啓発と保全活動の育成と支援

3-1-2 歴史的資産の保全と活用

3-2-2 災害への対策

3-1 人を育てる個性ある地域環境を形成する

●快適なまちなみの形成を推進します。

●災害に備え、減災に努めます。

3-2-1 都市景観環境の整備

●避難体制を整備します。

3-1-2 歴史的資産の保全と活用

3-2 人をつくる良好な都市景観を創造する

●災害を未然に防止します。

●歴史的資産を整備します。

●環境美化対策を推進します。

●良好な市街地の形成を推進します。

●個性あるまちなみの形成を推進します。



3-1 人を育てる個性ある地域環境を形成する
3-1-1 歴史的資産への啓発と保全活動の育成と支援

●地元の歴史的資産への意識を高めます。

515千円

- 千円

●地元に伝わる文化や風習を保存・継承します。

【社会教育課】- 千円
【まちづくりデザイン課】645千円

180千円

3-1-2 歴史的資産の保全と活用
●歴史的資産を整備します。

42,068千円

【社会教育課】77,706千円
【公園緑地課】- 千円

【社会教育課】33,686千円

【まちづくりデザイン課】3,000千円

●歴史と文化にふれる散策コースを整備します。

- 千円

■文化財説明看板の設置・改修を行いました。また、岡崎の指定文化
財などのパンフレットを作成し、配布しています。

指定文化財を中心とした文化財説明看板の作成と
各種パンフレット等の発行を行います。

R２年度の成果等

【社会教育課】
地域の伝統文化の継承を目的とした活動に関して、
文化芸術振興費補助金の交付要望を行うなど、地
域の文化遺産の活性化を推進します。
【まちづくりデザイン課】
国（文部科学省、農林水産省、国土交通省）の認

定計画である「岡崎市歴史的風致維持向上計画」に
基づき、歴史的風致形成活動の継承に必要な事業
の費用の一部を支援します。

県及び市の指定無形民俗文化財の保存団体に対
して、その指導者、後継者育成のため無形民俗文化
財保存育成活動費補助金を交付します。

担当課：社会教育課・ま
ちづくりデザイン課

文化財や古いまちなみ等
の保存

概 要

概 要

概 要 R２年度の成果等具体的な取組み

広報等による歴史的資
産の紹介と啓発の推進

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

具体的な取組み R２年度の成果等

■県及び市の指定無形民俗文化財の保存団体のうち、4つの保存団
体に対して無形民俗文化財保存育成活動費補助金を交付しました。

執行額（R２年度）

具体的な取組み

概 要

地元の歴史に関する研
究や勉強会への協力

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

【公園緑地課】
岡崎城跡整備基本計画に基づき、公園整備を進め

ます。また、市内の指定史跡となっている北野公園
（北野廃寺跡）や史跡真宮遺跡公園（真宮遺跡）につ
いて、適切な管理を進めます。

具体的な取組み

具体的な取組み
文化財移動教室、親子文化財教室を開催し、市民

の方に様々な文化財を紹介しています。また、文化
財に関する報告書を刊行し、岡崎の文化財について
周知を図ります。

概 要

無形民俗文化等の指導
者・後継者育成のための
協力・補助金の交付

地元に伝わる文化や風
習の保存に関する活動
への協力・調査

担当課：社会教育課・公
園緑地課

担当課：社会教育課・ま
ちづくりデザイン課

概 要 R２年度の成果等

R２年度の成果等

R２年度の成果等
■新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、文化財移動教室及び
親子文化財教室の開催を見合わせました。
■岡崎城跡坂谷曲輪発掘調査現地公開、市指定文化財日吉山王社
本殿屋根葺替工事見学会を実施し、岡崎の文化財について周知を図
りました。

文化財や古いまちなみ等
の修景整備等の推進

具体的な取組み 概 要

概 要

指定文化財の保存・管理のため、市所有物件の保
存修理や整備を行います。新たに将来にわたり保存
すべき文化財が確認された場合には、指定又は登
録としての手続を進めます。

歴史公園の整備の推進

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

【社会教育課】
■岡崎城跡菅生川端石垣修理工事を行いました。
■市内の指定史跡に対して、草刈、樹木剪定、環境美化等の管理を
行いました。
【公園緑地課】
■R2実績なし。

執行額（R２年度）

■「藤川の松並木」が県指定天然記念物に指定されました。
■重要文化財旧額田郡公会堂及物産陳列所修理工事基本計画の作
成が完了しました（令和元年度から令和２年度までの２か年事業）。
■歴史的建造物である旧本宿村役場の復元工事に着手しました（令
和２年度から令和３年度までの２か年事業）。

【社会教育課】
■伝統文化の継承を目的とした活動を実施する団体をとりまとめ、文
化庁が実施する文化芸術振興費補助金を要望しました。
【まちづくりデザイン課】
■歴史的風致形成活動の継承に必要な事業に対して費用の一部を支
援しました。(3件)

文化財、社寺、史跡、ま
ちなみ等をつなぐ散策
コースの選定

市内の歴史遺産をつなぐドライブやまち歩きコース
を選定し、市内回遊を図ります。

H28年度から廃止。

具体的な取組み

具体的な取組み R２年度の成果等

【社会教育課】
国・県・市指定文化財の保存のため、文化財所有

者及び管理者が実施する保存修理に対して、年次
計画に基づき補助金の交付を行います。
【まちづくりデザイン課】
国（文部科学省、農林水産省、国土交通省）の認

定計画である「岡崎市歴史的風致維持向上計画」に
基づき、歴史的風致形成建造物の保全に必要な修
理・修景等の費用の一部を支援します。

執行額（R２年度）

【社会教育課】
岡崎城跡整備基本計画に基づき、史跡整備を進め

ます。また、市内の指定史跡について、適切な管理
を進めます。

【社会教育課】
■天恩寺仏殿をはじめ、令和２年度に補助採択された保存修理事業
に対して補助金を交付しました。また、次年度以降の補助採択に向
け、国・県への補助要望を行いました。
【まちづくりデザイン課】
■歴史的風致形成建造物の保全に必要な修理に係る工事及び工事
に係る設計、工事監理に、歴史的風致形成建造物補助金を交付しまし
た（２件）。

担当課：社会教育課

担当課：社会教育課

担当課：社会教育課

担当課：社会教育課

担当課：観光推進課



3-2 人をつくる良好な都市景観を創造する
3-2-1 都市景観環境の整備

●個性あるまちなみの形成を推進します。

660千円

- 千円

3,000千円

●快適なまちなみの形成を推進します。

【まちづくりデザイン課】13,189千円

【市街地整備課】151,168千円

1,271千円

22,838千円

広告や看板の規
制

309千円

●環境美化対策を推進します。

2,062千円

- 千円

【環境保全課】－ 千円
【道路維持課】－ 千円

■本宿地区の景観形成重点地区指定に向けて近隣に住む小学生を
対象にワークショップを行った。

担当課：環境保全課

R２年度の成果等

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

土地建物等の適正管理
の指導

執行額（R２年度）

概 要

執行額（R２年度）

概 要

具体的な取組み

担当課：まちづくりデザイン課

市全域において、18ｍ又は延床1,000㎡を超える建
築行為において、条例に基づく景観協議を行い、景
観誘導を行います。

■景観協議件数：43件

執行額（R２年度）

具体的な取組み

R２年度の成果等

概 要
【まちづくりデザイン課】
■景観形成重点地区（八帖地区）内の景観重要道路（八帖往還通、八
丁蔵通り）の無電柱化に関する実施設計を行いました。
【市街地整備課】
■岡崎駅東土地区画整理地区内における都市計画道路羽根若松線
の電線類地中化及び路面景観工事を推進しました。

具体的な取組み

【まちづくりデザイン課】
計画的な無電柱化の推進により、安全で円滑な交

通及び良好な景観形成を進めていきます。
【市街地整備課】
安全で快適な通行空間の確保と都市景観の向上

及び都市災害の防止をします。

景観法に基づく岡崎市景観計画及び条例において
指定した、大樹寺から岡崎城天守を望む眺望景観
保全地域（特別地域）及び２つの重点地区（八帖地
区、藤川地区）を中心に、地区の特徴を活かした景
観まちづくりを推進しています。

R２年度の成果等

概 要

■景観重要建造物（旧野村家住宅（米屋））の外観改修、修繕に景観
形成補助金を交付しました。

具体的な取組み

具体的な取組み 概 要

概 要

概 要

執行額（R２年度）

【環境保全課】
■現地調査を行い、所有者に撤去等の指導をしました。
処理件数： ２件
【道路維持課】
■廃物認定を受け現地調査を行い、放置車両の処分を行いました。
処理件数：2件

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等
歩行者支援機能の強化として、駅前広場や歩行者

重視道路などに公共サインを整備し、人々が安全で
快適に回遊できる環境を提供します。

担当課：まちづくりデザイ
ン課・市街地整備課

R２年度の成果等

担当課：まちづくりデザイン課

担当課：まちづくりデザイン課

放置自転車対策の推進 交通事故誘発の原因ともなる公道上の放置自転
車を減少させることにより、人々が安全で安心して生
活できる環境及び良好な都市景観づくりを推進しま
す。

生活環境美化推進条例を制定しポイ捨て防止、路
上喫煙禁止などに取り組みます。

町内に看板等の配布をします。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

担当課：まちづくりデザイン課

R２年度の成果等

R２年度の成果等

R２年度の成果等
景観法に基づく景観重要建造物の指定、ふるさと

景観資産の選定、又は景観資産の登録と段階を分
け、支援及び規制の制度を設け保全と活用を図りま
す。

概 要

具体的な取組み

【環境保全課】
現地調査を行い、所有者に撤去等の指導をしま

す。
【道路維持課】
一般通報又は廃物認定を受け、現地調査を行いま

す。

放置自動車処理の推進

概 要

■公共サイン設置計画に基づき、公園整備に合わせて設置しました。

担当課：環境保全課、道
路維持課

■生活環境美化推進条例の周知・啓発を行いました。
電柱広告看板、ポスター、チラシ等
■要望のあった町内に看板を配布しました。
ポイ捨て禁止啓発看板：85枚
条例周知看板：40枚
犬のフン放置禁止啓発看板等：大153枚、小296枚、カード283枚

執行額（R２年度）

■屋外広告物許可件数：533件
■違反広告物の簡易除却：185件

執行額（R２年度）

担当課：まちづくりデザイン
課

概 要 R２年度の成果等

現地調査を行い、土地所有者に指導をします。 ■通報のあった土地の現地調査を行い、必要に応じて土地所有者に
指導をしました。処理件数：65件

■放置自転車撤去事業を継続して実施し、903台の放置自転車を撤去
しました。

屋外広告物法に基づく岡崎市屋外広告物条例に
おいて、市内全域を対象として屋外広告物の規制・
誘導を行い、より快適で魅力ある景観形成の誘導を
図ります。

担当課：防犯交通安全課

担当課：環境保全課

具体的な取組み

環境美化の啓発

景観重要建造物等の指
定による保全と活用

電線類の地中化の推進

大規模な建設行為に対
する景観誘導

景観計画の推進

公共サインの整備



●良好な市街地の形成を推進します。

7,997千円

- 千円

- 千円

3-2-2 災害への対策
●避難体制を整備します。

10,685千円

●災害に備え、減災に努めます。

22,622千円

●災害を未然に防止します。

82,968千円

- 千円

- 千円

治山事業の推進

■砂防河川改修が実施されました。
男川第7支川始め13河川

地域地区の適正配置と
見直し

■戸崎町において、工業地域から近隣商業地域等への用途地域の変
更を行った。

具体的な取組み

担当課：防災課

都市計画に関する基本的な方針である都市計画マ
スタープランを平成22年2月に策定しました。
コンパクトな将来都市構造の実現へ向けた検討を

行います。

概 要

執行額（R２年度）

■コンパクトな将来都市構造の実現へ向けて、都市計画マスタープラ
ンの全面改定を行った。

R２年度の成果等

■藤川小学校及び山中小学校に下水道災害対応トイレを整備しまし
た。

R２年度の成果等

避難所及び防災拠点となる市の施設に、防災無線
などの情報伝達装置を始め防災資機材等の整備を
行います。

概 要

■谷止工 ７箇所 (東河原町他２箇町）
床固工 ２箇所 (中金町他１箇町)
流路工 ３箇所 （夏山町他２箇町）
高エネルギー吸収柵 1箇所 （東河原町）
固定工 １箇所 （東河原町）
洗掘防止工 ２箇所 （雨山町他1箇町）
土留工 ２箇所 （毛呂町他1箇町）
落石防止工 １箇所 （毛呂町）
水路工 １箇所 （毛呂町）
簡易法枠工 ２箇所 （雨山町他1箇町）
本数調整伐 ２箇所 （石原町他２箇町）
土留補修工 ２箇所 （丹坂町）

治山事業とは森林の維持造成を通じて山地に起因
する災害から国民の生命・財産を保全し、また、水源
涵養、生活環境の保全・形成等を図る事業です。事
業の実施主体である愛知県に事業の実施を要望し
ます。

砂防事業の推進 土石流等による災害から下流部に存在する人家、
公共施設等を保全するために、砂防指定地におい
て、土石流を捕捉する堰堤、渓床の安定を図る床固
め、渓岸の浸食を防止する護岸等の砂防設備を愛
知県が整備していきます。 執行額（R２年度）

■耐震補強のための設計及び工事を実施しました。
執行額（R２年度）

担当課：森林課

防災関連施設機能の強
化

災害備蓄倉庫の整備

地区計画に基づく良好な
まちなみの形成

都市計画マスタープランを踏まえ、まちづくり構想
図、現状の用途地域、土地利用現況を比較し、用途
地域の適正配置について検討します。

R２年度の成果等概 要
コンパクトで地域にふさ
わしい都市構造の推進

具体的な取組み

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

地区の特性に応じた、良好な住環境の維持、保全
を図るため、地区計画を定めていきます。

■地区計画を定めた箇所について、良好な住環境の形成及び周辺の
環境と調和したまちなみの形成が図られるよう、適切な手続及び現場
確認等を行った。

執行額（R２年度）

概 要

具体的な取組み

概 要

具体的な取組み

概 要

概 要

具体的な取組み

具体的な取組み

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

担当課：防災課 執行額（R２年度）

橋りょう耐震補強の実施

R２年度の成果等

具体的な取組み

■防災備蓄倉庫内の備蓄品の更新及び増量を行いました。

執行額（R２年度）

市の重要橋りょうにおいて、耐震補強工事を行いま
す。

担当課：都市計画課

担当課：河川課

担当課：道路予防保全課

概 要

R２年度の成果等

災害が発生した際の被災者を支援するための食
料、生活用品を備蓄します。また、市内各所に備蓄
倉庫を整備し、備蓄品を分散備蓄していきます。

具体的な取組み

担当課：都市計画課

担当課：都市計画課



環境目標４ 地球環境に配慮するまちに

■環境施策の体系

環境目標4

●環境に配慮した自動車使用の促進を図ります。

4-1-1 地球温暖化対策の統合的な推進

4-1-2 自然エネルギーの導入促進

4-1-4 オゾン層保護の推進

4-1-4 オゾン層保護の推進

4-2-1 減量、分別収集の推進

4-1-6 熱帯林保護の推進

4-2 ごみ減量とリサイクル、廃棄物の適正処理を推進する

取 組 み

4-2-5 産業廃棄物の３Rの推進

4-1-3 省エネルギー、二酸化炭素対策の推進

4-1 地球環境問題への取組みを推進する

4-2-2 リサイクル、有効利用の推進

●酸性雨のモニタリング調査を実施します。

●ごみの減量を推進します。

4-1-6 熱帯林保護の推進 ●熱帯材を使用した製品の使用を減らします。

4-2-4 産業廃棄物の適正処理の徹底

施 策

●二酸化炭素吸収源の増大を図ります。

●一般廃棄物処理施設を整備します。4-2-3 ごみ処理施設の整備の推進

●ごみの分別収集、回収の徹底を図ります。

●有効利用を推進します。

4-2-4 産業廃棄物の適正処理の徹底

●原因物質の排出抑制を指導します。

4-2-2 リサイクル、有効利用の推進

4-1-3 省エネルギー、二酸化炭素対策の推進
●人と環境にやさしい交通システムを推進します。

●省資源・省エネルギー対策を推進します。

4-1-5 酸性雨対策の推進

●産業廃棄物処理に関する指導・監視を実施します。

4-1-5 酸性雨対策の推進

●ごみの適正処理を指導します。

4-1-1 地球温暖化対策の統合的な推進

●フロン回収とノンフロン製品の普及を推進します。

●地球温暖化対策を推進します。

4-2-1 減量、分別収集の推進

4-1-2 自然エネルギーの導入促進

4-2-3 ごみ処理施設の整備の推進

●産業廃棄物の発生抑制、再使用、再資源化を推進します。

●リサイクルを推進します。

●自然エネルギー、未利用エネルギー等の有効利用を促進します。

4-2-5 産業廃棄物の３Ｒの推進



4-1 地球環境問題への取組みを推進する

4-1-1 地球温暖化対策の統合的な推進
●地球温暖化対策を推進します。

担当：環境政策課 － 千円

担当：環境政策課 － 千円

担当：環境政策課 100千円

4-1-2 自然エネルギーの導入促進
●自然エネルギー、未利用エネルギー等の有効利用を促進します。

担当：環境政策課 12,354千円

担当：環境政策課 18,803千円

担当：環境政策課 4,230千円

担当課：清掃施設課 － 千円

【環境政策課】－ 千円

担当：環境政策課 5,030千円

4-1-3 省エネルギー、二酸化炭素対策の推進
●省資源・省エネルギー対策を推進します。

担当：環境政策課 － 千円

担当：環境政策課 － 千円

コージェネレーションシス
テム・燃料電池等の導入
の促進

R２年度の成果等概 要

■補助実績 95件
R２年度の成果等概 要

R２年度の成果等
■蓄電池 補助実績 304件
■ＨＥＭＳ 補助実績 181件

地球温暖化対策実行計
画の施策の推進及び進
捗管理

概 要

■2017年に市域から排出された温室効果ガスの総排出量を推計しま
した（2,500千ｔ－CO2）・基準年（2013年）（2,730千ｔ－CO2）

R２年度の成果等
水素エネルギーの活用

具体的な取組み

概 要

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

【環境政策課】
分散型エネルギーについて調査・研究します。

西三河5市首長誓約推進協議会主催の無料省エ
ネ相談事業を実施します。
西三河首長誓約推進協議会主催の中小企業向け

省エネ実践セミナーを開催します。

担当課：環境政策課

執行額（R２年度）

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム及び
燃料電池自動車の普及を図ります。

R２年度の成果等

分散型エネルギーの検
討及び推進

【環境政策課】
■国等が開催するセミナー等に参加し、調査・研究しました。

住宅、建築物の高断熱
化、省エネ化の指導・啓
発・支援

具体的な取組み

環境家計簿によるＣＯ２
の「見える化」の推進

概 要

出前講座において、環境家計簿及びエコチャレン
ジノート(子ども家計簿)を活用した二酸化炭素排出
削減の指導・啓発をします。

執行額（R２年度）

■出前講座にて親子にエコチャレンジノートを120部配布しました。

R２年度の成果等

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

地域協議会の設立・支援
概 要具体的な取組み

執行額（R２年度）

市域の温室効果ガス排
出量の把握及び公表

ごみ処理により発生する
エネルギーの有効利用

具体的な取組み

■セミナー参加 ５名
R２年度の成果等

執行額（R２年度）

具体的な取組み

中央クリーンセンター及び八帖クリーンセンターの
ごみ処理時の余熱を利用して発電等を行います。

R２年度の成果等

自然エネルギー、未利用
エネルギーの利用の推
進

概 要

R２年度の成果等

具体的な取組み

概 要 R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

具体的な取組み

地域協議会として認定された「岡崎市地球温暖化
防止隊」について、市は法人賛助会員として参加す
るとともに、団体の事務局として活動を支援します。

■法人賛助会員として参加するとともに、団体が実施する啓発活動に
対し、広報、助言、活動援助などを事務局として支援しました。

■住宅用太陽光発電システム補助実績247件
■中小事業者の太陽光発電設備の設置に対し、融資の斡旋と利子補
給補助を実施しました。

■家庭用燃料電池コージェネレーションシステム 補助実績95件
ＦＣＶ 補助実績 6件

自然エネルギーを効率的
に利用するための蓄電
池、ＨＥＭＳ等の導入促
進

定置用リチウムイオン蓄電池、家庭用エネルギー
管理システム（HEMS）設置に対する補助事業を実施
します。

概 要 R２年度の成果等

概 要

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム設置
に対する補助事業を実施します。

住宅用太陽光発電システム設置に対する補助事
業を実施します。
公共施設に太陽光発電設備を設置します。

平成21年度に市域温室効果ガス排出量推計シス
テムの構築を完了し、平成28年度に改修しました。
毎年市域から排出される温室効果ガスの総排出量
を推計します。

■発電量：中央クリーンセンター54,775MWh、八帖クリーンセンター
8,919MWh

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

具体的な取組み

平成22年度に岡崎市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）を策定し、平成29年度に改定しまし
た。計画に基づき様々な施策に取り組むことで、市
域から排出される温室効果ガスの抑制を図ります。

■策定済(H23.3)
■改定済（Ｈ30.3）



担当：環境政策課 － 千円

担当：環境政策課 － 千円

担当：環境政策課 － 千円

●人と環境にやさしい交通システムを推進します。

担当課：地域創生課 371,401千円

担当課：地域創生課 1,088千円

【建設企画課】6,306千円

【道路維持課】275,181千円
【道路建設課】145,250千円

－ 千円

8,050千円

－ 千円

環境マネジメントシステ
ム（ＥＭＳ）の普及啓発

■Ｒ２度実績なし

■Ｒ２年度出前講座の申し込みがありませんでした。

具体的な取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

■転入者への公共交通マップの配布、小学校等でのバス利用の啓発
等を行いました。

概 要

執行額（R２年度）

概 要

概 要

R２年度の成果等
拠点間バスネットワークの整備、不採算バス路線

の改善、交通不便地域での地域交通の導入等につ
いての検討・検証を行い、市民や交通事業者と協
働・連携して、持続可能なバスネットワークの構築に
取り組みます。

岡崎版エコポイント制度
等による家庭・事業所の
温暖化対策の推進

EMS事業者のISO14001等環境マネジメントシステ
ムについて支援します。

R２年度の成果等
【道路維持課】
道路整備の際、歩行者・自転車の安全安心な通行

の確保のため、幅員構成の見直しを行います。
【道路建設課】
道路の拡幅及び歩道を設置します。

出前講座において、省エネルギー機器及び環境負
荷の少ない商品の啓発をします。

■交通事業者に対する不採算バス路線への補助、中山間地域等の交
通不便地域での地域内交通の確保等を行いました。

交通手段に関する意識を変えることで自動車中心
の交通から公共交通等に転換してもらう方策（モビリ
ティ・マネジメント）及び公共交通を身近に感じ必要
性を再認識してもらう機会づくりに取り組みます。

概 要

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

執行額（R２年度）

具体的な取組み

執行額（R２年度）

※H28年度エコポイント終了 ―

具体的な取組み

■電気自動車用充電設備利用件数
東立体駐車場(急速充電器) 285件（Ｒ２年度末をもって利用終了）
道の駅 藤川宿(急速充電器) 531件 (普通充電器) ６件
■エコドライブコンテスト参加者 ８人
■補助実績 ＦＣＶ 6台 ＥＶ 30台 ＰＨＶ 115台

概 要 R２年度の成果等

市職員のエコ通勤を促進します。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

R２年度の成果等

省エネルギー機器及び
環境負荷の少ない商品
の普及促進

担当課：道路維持課、道
路建設課

具体的な取組み

次世代自動車、低公害
車などの普及促進

電気自動車用充電設備を市民・市内事業者に一
般開放します。
エコドライブコンテスト開催時に電気自動車の試乗

会を実施します。
次世代自動車購入者に購入経費の一部を補助し

ます。
西三河首長誓約推進協議主催の次世代自動車丸

ごと見学会を実施します。

自転車が安心安全に走
れる道路の整備

エコドライブの普及促進 平成23年度から上地自動車学校でエコドライブコ
ンテストを開催。指定のコースを走行し、燃料消費量
の少なかった上位者を表彰します。

概 要

R２年度の成果等

自転車の利用促進

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

具体的な取組み R２年度の成果等

概 要

■参加者８人

具体的な取組み

執行額（R２年度）

【建設企画課】
■自転車通行空間を効果的・効率的に整備するための「岡崎市自転
車ネットワーク計画」を策定しました。
【環境政策課】
■効果的な普及のため、事例等を調査しました。

R２年度の成果等

概 要

担当：環境政策課

担当：環境政策課

概 要

エコ通勤の推進
担当課：環境政策課・地
域創生課

【建設企画課】
自動車から環境負荷の低い自転車への転換を促

すため、自転車の利用環境整備等の利用促進に取
り組みます。
【環境政策課】
自転車利用の楽しさ、便利さ、マナーを知ってもら

い、自転車の普及促進に取り組みます。

【道路維持課】
■市道上地柱線ほか４路線 L=1,039m
【道路建設課】
■延長488ｍを整備しました。

公共交通機関の利用促
進

具体的な取組み

担当課：建設企画課・環
境政策課

具体的な取組み

■愛知県の「エコモビリティライフ」キャンペーンの事業所登録をし職員
にエコ通勤を呼びかけました。

執行額（R２年度）

具体的な取組み

公共交通網の整備の推
進



●二酸化炭素吸収源の増大を図ります。

198千円

担当課：森林課 47,320千円

担当課：森林課 2,145千円

担当課：環境政策課 3,465千円

4-1-4 オゾン層保護の推進
●フロン回収とノンフロン製品の普及を推進します。

－ 千円

担当：環境政策課 － 千円

4-1-5 酸性雨対策の推進
●酸性雨のモニタリング調査を実施します。

－ 千円

●原因物質の排出抑制を指導します。

－ 千円

4-1-6 熱帯林保護の推進
●熱帯材を使用した製品の使用を減らします。

担当：環境政策課 － 千円

執行額（R２年度）

■補助金及びあいち森と緑づくり人工林整備事業を活用して、人工林
の整備を図りました。
矢作川水源基金水源林対策事業補助金 42.59ha
青木川流域造林事業補助金 0.57ha
間伐対策事業補助金 76.64ha
岡崎市木材利活用推進事業費補助金 963.254㎥
あいち森と緑づくり人工林整備事業
とりまとめ面積 127.63㏊
間伐実施面積 110.58ha

R２年度の成果等
岡崎市内で伐採された木材を利用して市内に新

築・改築する戸建住宅に対して補助を行うことによ
り、市産材の利用を促進し林業・木材業・建築業など
の地元産業活性化を図ります。

■25年度より始まった岡崎市産材住宅補助制度を利用して住宅建築
の申請があった申請者に補助金、建築業者に奨励金を交付しました。
補助制度を活用することで林業、木材業、建築業の各事業者の活動
が盛んになりました。
補助件数 11件

具体的な取組み

担当課：公園緑地課・施
設管理担当課

具体的な取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

■市民団体との協働及び業者委託による森林整備を行いました。

執行額（R２年度）

環境配慮契約及びグリー
ン購入の推進

おかざき自然体験の森やおおだの森において、市
民が親しめる里山環境の整備を進めます。

具体的な取組み

R２年度の成果等概 要

具体的な取組み

概 要

概 要

■施設等に関する監視及び貨物自動車等の車種規制非適合車の使
用抑制等に関する要綱に基づく報告書が28事業所から提出されまし
た。

熱帯材の使用削減の促
進

■10月に緑化木の無料配布を実施しました。

概 要

■環境保全委員はＨ30年で終了

■事業別環境配慮指針に基づく助言、指導を行いました。
実績：30件

執行額（R２年度）

R２年度の成果等具体的な取組み

環境保全委員による酸
性雨調査の実施

特定事業について環境配慮指針を示し、熱帯林の
使用抑制を事業者に依頼します。

R２年度の成果等

概 要
■継続して実施しました。

担当課：廃棄物対策課

具体的な取組み

担当課：環境保全課

R２年度の成果等

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

里山環境の整備促進

担当課：環境保全課

使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成14
年法律第87号）の規定に基づくフロン類の回収及び
自動車製造業者等への引渡し等の推進をします。

執行額（R２年度）

概 要具体的な取組み

R２年度の成果等

市街地での緑化の推進

R２年度の成果等

具体的な取組み

執行額（R２年度）

平成14年4月に策定した「岡崎市グリーン調達方
針」に基づき、ノンフロン製品を含む環境に配慮した
物品等の調達を推進します。

■適正処理がなされるよう指導、啓発しました。
（令和２年4月1日現在 フロン類回収業者数：34）

自動車リサイクル法登録
業者等への指導・監視

大気汚染防止法、県条例及び自動車Nox・PM法に
基づく排出源となる施設等に対し、監視及び啓発を
実施していきます。また、愛知県とともに「貨物自動
車等の車種規制非適合車の使用抑制等に関する要
綱」を策定し、運用します。

概 要

R２年度の成果等
【公園緑地課】緑化推進イベント（南公園まつり等）で
の、緑化木の無料配布します。

執行額（R２年度）

概 要

執行額（R２年度）

健全な森林の整備・保全
等の推進

発生源に対する抑制削
減の指導

市内の荒廃している人工林の整備を進めるため、
矢作川水源基金水源林対策事業補助金や青木川
流域造林事業補助金等の利用を促進し、また県の
あいち森と緑づくり事業の候補地とりまとめを活用す
ることにより、間伐等の森林整備を図ります。

地元産木材の利用促進

環境保全委員に降雨時のpHの簡易検査を依頼
し、そのデータを収集します。

概 要



担当：環境政策課 － 千円

【環境政策課】－ 千円

【ごみ対策課】－ 千円

4-2 ごみ減量とリサイクル、廃棄物の適正処理を推進する
4-2-1 減量、分別収集の推進

●ごみの減量を推進します。

担当課：ごみ対策課 － 千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

－ 千円

担当課：ごみ対策課 74,626千円

●ごみの分別収集、回収の徹底を図ります。

担当課：ごみ対策課 － 千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

担当課：ごみ対策課 19,244千円

●ごみの適正処理を指導します。

【ごみ対策課】－ 千円

【廃棄物対策課】－ 千円

－ 千円

ごみの発生抑制の指導、
啓発の推進

過剰包装の見直しの指
導

包装の簡易化に取り組む事業者を調査し、応援し
ます。

■Ｒ２実績なし。

執行額（R２年度）

具体的な取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

■令和２年４月から拠点回収、資源回収において、毛布・シーツ・タオ
ルを回収品目に追加しました。
■令和２年11月から稲熊町拠点回収所を総合資源ステーション「りす
た稲熊」に変更し、紙製容器包装、プラスチック製容器包装、空き缶、
空きびん、生きびんの回収を始めました。

概 要具体的な取組み

市民へ向けた3Ｒ啓発の一環として行います。

■協力加盟店のレジ袋辞退率は90.6％でした。また、レジ袋経費削減
に係る寄附金を3者からいただきました。

執行額（R２年度）

不適正排出者が判明した場合に文書等による指導
を行います。
岡崎警察署と連携し、不法投棄物の中の証拠物等

の調査を行います。

■年間のごみ処理に係る経費を算出しました。

概 要

概 要

執行額（R２年度）

資源回収活動の支援と
推進

具体的な取組み

R２年度の成果等

概 要

不法投棄者への指導

執行額（R２年度）

現状の分別品目を見直すなかで細分化し、リサイ
クルが望ましい品目があれば、リサイクル対象品目
として分別品目の変更を行います。

執行額（R２年度）

概 要

R２年度の成果等

ごみ処理手数料を、適正な負担額となるよう、必要
に応じて見直します。

概 要

各店舗から、レジ袋有料化に伴うレジ袋辞退率報
告書を御提出いただき、エコバッグの推奨を行いま
す。

R２年度の成果等

R２年度の成果等

ごみの分別排出指導及びごみステーション・リサイ
クルステーションの管理・運営を支援します。

概 要

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法
律第137号）に基づく廃棄物処理施設設置者等への
指導・監視をします。

具体的な取組み

【環境政策課】
平成14年4月に策定した「岡崎市グリーン調達方

針」に基づき、再生紙を含む環境に配慮した物品等
の調達を推進します。
【ごみ対策課】
市民に向けた3R啓発の一環として行います。

R２年度の成果等概 要

【環境政策課・ごみ対策課】
■継続して実施しました。

R２年度の成果等
■ごみの分別排出指導及びごみステーション・リサイクルステーション
の管理・運営を行う556の町内会に対し報償金を交付しました。

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

具体的な取組み

担当課：ごみ対策課

ごみ処理手数料の見直
し

ごみ減量推進員の育成・
指導

概 要

■集団回収327団体／3,707t、ミニ拠点回収７団体／81tの実績があり
ました。

具体的な取組み

概 要

R２年度の成果等
レジ袋の有料化の継続

執行額（R２年度）

■不適正排出者が判明した場合に文書等による指導を行いました。
■令和２年度不法投棄件数：236件

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

分別品目の細分化によ
るリサイクル対象品目の
拡充と分別収集の徹底

ペットボトル等の店頭回
収の推進

■市内42店舗で実施しました。

担当課：環境政策課・ご
み対策課

再生紙使用の啓発

■各種環境教室、説明会で実施しました。
環境学習（児童・生徒を対象） 19回
説明会（地域住民及び外国人を対象） 10回

R２年度の成果等

民間事業所の回収協力店制度を推進し、ペットボト
ル等の回収を行います。

R２年度の成果等

概 要

R２年度の成果等

■適正処理がなされるよう指導、監視しました。
（令和2年4月1日現在 一般廃棄物収集運搬業者数：88 一般廃棄物
処理施設数：20）

地域の各種団体が回収する新聞・雑誌・ダンボー
ル・牛乳パック・古着・アルミ缶の回収量に応じて報
償金を交付します。

具体的な取組み

担当課：廃棄物対策課・
ごみ対策課

担当課：廃棄物対策課

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

ごみ処理業者への立入
検査の実施



【ごみ対策課】－ 千円

【廃棄物対策課】－ 千円

【ごみ対策課】328千円
【廃棄物対策課】－ 千円

9,858千円

4-2-2 リサイクル、有効利用の推進
●リサイクルを推進します。

担当課：ごみ対策課 1,550千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

●有効利用を推進します。

担当課：ごみ対策課 － 千円

【環境政策課】－ 千円
【ごみ対策課】－ 千円

具体的な取組み
再使用、再資源化しやす
い製品の開発の指導

リサイクルに関する啓発
の強化

概 要

概 要

■剪定枝等のリサイクル施策の検討を行いました。

R２年度の成果等

枝・落葉の堆肥化の推進
概 要

担当課：ごみ対策課・廃
棄物対策課

■市政だよりへの掲載、各種説明会での周知を実施しました。
■コンポスト15基、電動式生ごみ処理機97基

小型家電リサイクルの促
進

不適正処分の指導・啓発

担当課：ごみ対策課

R２年度の成果等

生ごみの堆肥化の推進

執行額（R２年度）

概 要

■各種環境教室、説明会で実施しました。
環境学習（児童・生徒を対象） 19回
説明会（地域住民及び外国人を対象） 10回

概 要
市民に向けた3Ｒ啓発の一環として行います。

■各種環境教室、説明会で実施しました。
環境学習（児童・生徒を対象） 19回
説明会（地域住民及び外国人を対象） 10回

執行額（R２年度）

市民に向けた3Ｒ啓発の一環として行います。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

概 要

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

R２年度の成果等

【ごみ対策課】
不適正排出者が判明した場合に文書等による指導

を行います。
【廃棄物対策課】
排出事業者への啓発、不適正排出事業者への指

導を行います。

ごみ減量及び資源の有効活用を目的とした施策の
一つとして行います。

執行額（R２年度）

担当課：ごみ対策課・廃
棄物対策課

具体的な取組み

具体的な取組み

【ごみ対策課】
■行為者が特定できた場合に文書等による指導を行いました。
【廃棄物対策課】
■適正処理がなされるよう指導、監視しました。

家庭から排出される生ごみの自家処理を推進し、
ごみ減量化を図るため、生ごみ処理機器購入者に
対し補助金を交付します。

執行額（R２年度）

【ごみ対策課】
行為者が特定できた場合に文書等による指導を行

います。
【廃棄物対策課】
野焼き行為等について指導・啓発をします。

■空きびん（カレット）1,682ｔ、ペットボトル843tを処理しました。

具体的な取組み

担当課：環境政策課・ご
み対策課

R２年度の成果等

具体的な取組み

概 要
再使用・再資源化しやすい状態に処理して各リサ

イクル工場に搬出します。

R２年度の成果等
【環境政策課】
平成14年４月に策定した「岡崎市グリーン調達方

針」に基づき、リサイクル品を含む環境に配慮した物
品等の調達を推進します。
【ごみ対策課】
市民へ向けた３Ｒ啓発の一環として行います。

【環境政策課】
■継続して実施しました。
【ごみ対策課】
■各種環境教室、説明会で実施しました。
環境学習（児童・生徒を対象） 19回
説明会（地域住民及び外国人を対象） 10回

執行額（R２年度）

【ごみ対策課】
■不適正排出者が判明した場合に文書等による指導を行いました。
【廃棄物対策課】
■不適正排出事業者が判明した場合に文書等による指導を行いまし
た。

執行額（R２年度）

不適正排出者への指導・
啓発

具体的な取組み

R２年度の成果等

R２年度の成果等

概 要

■回収した不燃ごみから小型家電を選別し、認定事業者に引き渡しま
した。
■総合資源ステーション「りすた稲熊」及び市内１１カ所の拠点回収で
小型家電を回収し、認定事業者に引き渡しました。
■株式会社リネットジャパンと協定を締結し、市内公共施設での携帯
電話回収及びリネットジャパンの宅配回収サービス利用促進をしまし
た。

リサイクルに関する情報
提供の推進

具体的な取組み

使用済小型家電リサイクルの促進をします。

概 要

具体的な取組み

具体的な取組み

リサイクル品の購入促進
の指導と啓発



担当課：ごみ対策課 － 千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

4-2-3 ごみ処理施設の整備の推進
●一般廃棄物処理施設を整備します。

担当課：ごみ対策課 649千円

担当課：ごみ対策課 － 千円

4-2-4 産業廃棄物の適正処理の徹底
●産業廃棄物処理に関する指導・監視を実施します。

2,574千円

－ 千円

－ 千円

－ 千円

4-2-5 産業廃棄物の３Ｒの推進
●産業廃棄物の発生抑制、再使用、再資源化を推進します。

－ 千円

－ 千円

【ごみ対策課】－ 千円
【廃棄物対策課】－ 千円

－ 千円

担当課：廃棄物対策課

■新たな需要ルートや需要システムの検討を行いました。

計画的な最終処分場の
改修と建設

PCB廃棄物保管事業者への立入検査を行います。

産業廃棄物の不適正処理を未然防止、早期発見
するためのパトロールをします。

概 要 R２年度の成果等

■平成27年度をもって、イベントを終了しました。

概 要

R２年度の成果等

具体的な取組み

R２年度の成果等

具体的な取組み

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

R２年度の成果等具体的な取組み

具体的な取組み

担当課：廃棄物対策課

具体的な取組み 概 要

具体的な取組み
計画的な中間処理施設
の改修と建設

具体的な取組み

具体的な取組み

執行額（R２年度）

■PCB廃棄物保管事業者に対して、適正に対応処理するよう指導しま
した。 （R２実績２４事業所）

■86施設に計画的に立ち入りして、行政指導を行い、試料として34検
体を採取、検査して不適正処理の有無を確認しました。

家電リサイクル法、食品
リサイクル法、自動車リ
サイクル法等の個別リサ
イクル法の適正な運用の
啓発

概 要

概 要

概 要

■解体工事現場等88件、建設業者12件に立入検査を行った他、個別
の相談に対して、適正処理するよう指導しました。

執行額（R２年度）

リユース品に関するイベ
ントの開催

R２年度の成果等

最終処分場の維持管理のための改修と、施設更
新のための建設を計画的に進めます。

リサイクル品の需要ルー
ト、需要システムの検討

■事業者からの要望に基づき、環境学習会を開催しました。イベント等での産業廃棄物の適正処理に関する啓
発をします。

■民間ヘリコプターをチャーターし、空から職員による写真撮影を２回
実施し、不適正案件の監視を行いました。
142件の不適正処理の疑いのある箇所を確認し、後日、立入調査を行
い、適正処理の指導等を行いました。

執行額（R２年度）

現状のリサイクル対象品目を見直すなかで新たな
需要ルート、需要システムを模索します。

産業廃棄物処分業者、廃棄物処理施設設置者等
への立入検査による指導、不適正処理の是正をしま
す。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

■愛知県ごみ焼却処理広域化計画に基づき岡崎市、西尾市、幸田町
の2市1町で1つのブロックとして広域化計画を進めました。

R２年度の成果等

■岡崎市一般廃棄物処理基本計画と併せて検討を進めることとしまし
た。

具体的な取組み

排出事業者に対する産業廃棄物の3Rに関する情
報の提供をします。

R２年度の成果等

【ごみ対策課】
■市民への周知として、FMおかざき、市政だより、チラシの配布等を通
じて啓発を行いました。
【廃棄物対策課】
■許可業者、登録事業者等の関連事業者に対して、必要な際に指
導、情報の提供をしました。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

概 要

担当課：廃棄物対策課

■個別の相談に対して、情報の提供をしました。

執行額（R２年度）

担当課：廃棄物対策課

中間処理施設の維持管理のための改修と、施設
更新のための建設を計画的に進めます。

R２年度の成果等

担当課：ごみ対策課・廃
棄物対策課

R２年度の成果等

学習会の開催等による
啓発活動の推進

執行額（R２年度）

概 要

概 要

担当課：廃棄物対策課

産業廃棄物の処理責任者である排出事業者への
適正処理に関する指導をします。

不法投棄に対する定期
的なパトロールの実施

具体的な取組み

家庭から排出された自転車・家具を修理・整備し、
毎月第４日曜日に「リサイクルの日」として市民に抽
選販売を行うことでリサイクル・リユース意識の向上
を図ります。

産業廃棄物の排出事業者、産業廃棄物処理業者
に対する3Rの意識付けをします。

３Ｒを推進するためのシ
ステムづくり

具体的な取組み

担当課：廃棄物対策課

排出事業者に対する産
業廃棄物の適正処理の
指導実施

産業廃棄物処理業者等
への指導・監視

担当課：廃棄物対策課

概 要

概 要

排出事業者への3Ｒに関
する情報提供

具体的な取組み

執行額（R２年度）

■排出事業者、産業廃棄物処理業者のほか関係事業者からの個別
の相談に対して、指導、情報の提供をしました。

ＰＣＢ廃棄物等の適正処
理の指導実施

【ごみ対策課】
家電リサイクル法、食品リサイクル法に関する情報

や、知識の周知のために、啓発活動を行います。
【廃棄物対策課】
使用済自動車の再資源化等に関する法律（平成14

年法律第87号）に基づく適正なリサイクル処理の啓
発をします。



環境目標５ 環境を考え実践するまちに

■環境施策の体系

環境目標5

5-2-1 市民の取組みの推進と支援

●保育所等や学校・地域などにおける環境学習を推進します。

●環境マネジメントシステムを普及、啓発します。

5-2-3 ボランティアの育成と活動支援

5-2-2 市民の取組みの推進と支援

5-1-1 環境教育・環境学習の実践

●民間団体を支援します。

●環境にやさしい行動を支援します。

5-2 環境にやさしいライフスタイルを推進する

5-2-4 ボランティアの育成と活動支援

●事業、開発における環境配慮意識を向上させます。

●ボランティア活動を支援します。

●環境教育指導者を育成します。

5-2-3 事業者の取組みの推進と支援

取 組 み

●環境教育推進計画を推進します。

5-1 環境への意識の啓発を推進する

5-2-2 事業者の取組みの推進と支援

5-1-1 環境教育・環境学習の実践

●環境基本計画を推進します。

施 策

●市民への環境学習を推進します。

●環境基本計画を推進します。



5-1 環境への意識の啓発を推進する
5-1-1 環境教育・環境学習の実践

●環境教育推進計画を推進します。

529千円

●市民への環境教育を推進します。

－ 千円

－ 千円

－ 千円

－ 千円

－ 千円

170千円

●保育所等や学校・地域などにおける環境学習を推進します。

－ 千円

担当課：公園緑地課

具体的な取組み

おかざき自然体験の森、
こども自然遊びの森（わ
んＰａｒｋ）及びホタル学校
の利用促進

毎年秋に、市内各地の「ふるさとの森」「ふるさとの
名木」数箇所を巡る見学会を実施します。

執行額（R２年度）

■11/5に名木勉強会を実施しました。参加人数約20人

小中学校や町内会等を対象とした出前講座の内
容の充実を図ります。

R２年度の成果等

■実施園数 52園

執行額（R２年度）

担当課：環境政策課 執行額（R２年度）

■小中学校を対象とした出前講座開催数 24回
■町内会等を対象とした出前講座開催数 ４回

具体的な取組み

おかざきエコプロジェクト
の実施

具体的な取組み

具体的な取組み

概 要
「環境教育等による環境保全の取組の促進に関す

る法律」に基づき、環境教育の推進に関する行動計
画を作成し、環境教育を推進します。

担当課：環境政策課

図書館資料として環境に関する資料を購入し、所蔵資料として活用し
ました。

執行額（R２年度）

■出前講座にて親子にエコチャレンジノートを120部配布しました。

執行額（R２年度）

出前講座において、環境家計簿及びエコチャレン
ジノート(子ども家計簿)を活用した二酸化炭素排出
削減の指導・啓発をします。

担当課：環境政策課ほ
か関係課等

R２年度の成果等
■重点プログラム1：環境教育を支援する団体及び人材の育成
登録支援団体数17団体

■重点プログラム2：岡崎市環境学習プログラムとの連携強化
1．出前講座を取りまとめたチラシを各学校へ配布し周知を図って継続
的に環境教室を実施した。（環境教室実施校21校）
2．エコマンダーを活用したエコプロジェクトを継続的に実施した。実施
園へのアンケートにより意見集約を行った。（エコプロジェクト実施園12
園）
■分野別施策事業
各分野において設定されている事業（エコプロジェクト及び環境教室

をはじめ、体験実習、見学等）を継続的に実施しています。

執行額（R２年度）

環境教育推進計画に基
づく環境教育の推進

市内の保育園・幼稚園の年長児を対象として、自
然やごみなどの４コースで体験型の環境教育を実施
しています。園児に対してより効果的に環境教育を
行うため、それぞれのコースに「未来環境創造戦士
エコマンダー」が出演しています。

概 要

担当課：中央図書館

■各種プログラム等を実施しました。プログラム参加者数は2,978人。

R２年度の成果等

図書館資料として環境に関する資料を購入し、所
蔵資料として活用していきます。

図書館における環境資
料の整理

R２年度の成果等概 要
環境イベントや、市職員による出前講座を実施する

ことで、市民の環境意識の向上を図ります。

概 要

担当課：環境政策課

執行額（R２年度）

具体的な取組み

R２年度の成果等

R２年度の成果等概 要
環境学習プログラムの充
実

担当課：環境政策課ほ
か関係課等

概 要
各施設の利用促進のため、市民が参加しやすいプ

ログラムの企画、開催を進めます。

具体的な取組み

具体的な取組み

概 要

■地域のニーズに合わせて、ごみの出し方に関するプログラムを細分
化しました。

環境家計簿の実践の推
進

R２年度の成果等

名木見学会の実施

概 要

環境に関する学習会（子
ども教室）の実施

具体的な取組み

担当課：環境政策課

R２年度の成果等

執行額（R２年度）



63千円

－ 千円

●環境教育指導者を育成します。

174千円

－ 千円

5-2 環境にやさしいライフスタイルを推進する
5-2-1 市民の取組みの推進と支援

●環境にやさしい行動を支援します。

－ 千円

316千円

【地域創生課】1,088千円
【建設企画課】6,306千円

1,550千円

－ 千円

市民が実施するリサイクル活動に対して、支援を
行います。

担当課：公園緑地課

担当課：ごみ対策課

－ 千円

【環境政策課】
身近な生き物や自然を学習してもらうためにわんＰ

ａｒｋで年長児を対象にエコプロジェクトを実施します。

保育園、幼稚園、小学校を対象とした副読本を作
成し、エコプロジェクト、環境教室等で配布します。

概 要

執行額（R２年度）

リサイクル活動の支援

概 要

執行額（R２年度）

概 要

■Ｒ２度実績なし

公共交通機関、自転車
等の利用の要請

■地域の各種団体が実施した資源回収活動を支援しました。

出前講座において、環境家計簿を活用した二酸化
炭素排出削減の指導・啓発をします。

執行額（R２年度）

■副読本を2,300部作成をしました。
■エコプロジェクトを実施した市内の保育園・幼稚園に対し、2,008部配
布しました。

生ごみの堆肥化の促進

R２年度の成果等

R２年度の成果等

地域における環境教育の中心的な役割を担う環境
教育サポーターを育成することを目的としています。

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

【地域創生課】
交通手段に関する意識を変えることで自動車中心の
交通から公共交通等に転換してもらう方策（モビリ
ティ・マネジメント）や公共交通を身近に感じ必要性を
再認識してもらう機会づくりに取り組みます。
【建設企画課】
自動車から環境負荷の低い自転車への転換を促

すため、自転車の利用環境整備等の利用促進に取
り組みます。

【地域創生課】
■転入者への公共交通マップの配布、小学校等でのバス利用の啓発
等を行いました。
【建設企画課】
■自転車通行空間を効果的・効率的に整備するための「岡崎市自転
車ネットワーク計画」を策定しました。

執行額（R２年度）

家庭から排出される生ごみの自家処理を推進し、
ごみ減量化を図るため、生ごみ処理機購入者に対し
補助金を交付します。

R２年度の成果等

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

■一般募集により 28名が参加し、「おかざき自然体験の森」を活用し
て各種環境教育プログラム４日間に分けて実施しました。（講義・体験
学習・グループワーク・プログラムの企画立案等）

■新型コロナウイルスの影響により、中止となりました。

概 要 R２年度の成果等

環境保全に取り組む市民の意欲を高められる人材
の育成を目指し、「自然体験活動」を企画、実践及び
提供できるリーダーを養成することを目的としていま
す。

R２年度の成果等

R２年度の成果等

■空地緑化2件、駐車場緑化１件、壁面緑化1件について補助金を交
付しました。

執行額（R２年度）

自然や地球環境に関す
る環境副読本の活用

概 要

担当課：環境政策課

概 要
小中学校や町内会等を対象とした出前講座の内

容の充実を図ります。
■地域のニーズに合わせて、ごみの出し方に関するプログラムを細分
化しました。

担当課：環境政策課 執行額（R２年度）

R２年度の成果等

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

担当課：環境政策課ほ
か関係課等

岡崎市環境学習プログラ
ムの推進

環境家計簿による環境に
やさしいライフスタイルの
指導と支援

担当課：環境政策課

身近な生き物を対象にし
た自然観察の実施

環境サポーター育成講
座の実施

生垣緑化、プランター緑
化、屋上緑化等に対する
助成と支援

概 要

生垣設置、空地緑化、駐車場緑化、屋上緑化、壁
面緑化に対して補助金を交付します。

概 要

担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

概 要

概 要 R２年度の成果等

市民を対象とした自然体
験活動リーダー養成の継
続開催

■新型コロナウイルスの影響により、中止となりました。

■市政だよりへの掲載、各種説明会での周知を実施しました。
■コンポスト15基、電動式生ごみ処理機97基

担当課：地域創生課、建
設企画課

執行額（R２年度）

担当：ごみ対策課

R２年度の成果等



－ 千円

●環境基本計画を推進します。

335千円

335千円

5-2-2 事業者の取組みの推進と支援
●環境マネジメントシステムを普及、啓発します。

－ 千円

134千円

●事業、開発における環境配慮意識を向上させます。

－ 千円

７千円

－ 千円

－ 千円

●環境基本計画を推進します。

335千円

335千円

担当課：環境政策課ほか
関係課等

環境基本計画推進組織
の育成・支援

R２年度の成果等

中小企業者が環境対策事業を実施する場合に、金
融機関からの融資をあっせんし、融資に対する利子
分を補助金として交付することで、中小企業者の環
境対策を推進していきます。

概 要

概 要 R２年度の成果等

執行額（R２年度）

環境基本計画プロジェク
トの推進

市民を対象とした、環境教育に関する講座や体験
活動、施設見学等を実施している市民団体や事業
者、大学等への指導や啓発への協力を行います。

平成14年度から開始した「岡崎版事業所環境ISO」
は、一定の成果を得て平成22年度をもって終了しま
した。
ISO14001、エコアクション21などの認証取得を目指

す事業者に対する助言等の支援は引き続き行って
いきます。

執行額（R２年度）

概 要

■特定事業協議の申出のあった事業うち、該当のあった案件（30件）
すべてについて事業別環境配慮指針が提出されました。

具体的な取組み

概 要

※H28年度エコポイント終了 ―

執行額（R２年度）

「岡崎市環境まちづくり市民会議」に市民協働プロ
ジェクトの実施を委託し、プロジェクトを推進していき
ます。

■全8プロジェクトのうち5プロジェクトについて実施されました。

執行額（R２年度）

■前年度からの継続分と併せ、３件に補助金を交付しました。
R２年度の成果等

■全8プロジェクトのうち5プロジェクトについて実施されました。

生活環境に相当の環境負荷を与えるおそれのある
工場等との間に公害等の防止、地球温暖化の防
止、環境の美化等に関する事項についての協定を
締結し、事業者の積極的な環境保全に対する取組を
推進していきます。

環境基本計画プロジェク
トの推進

概 要

■市内17団体が行っている環境学習のメニューをとりまとめ、周知用
のパンフレットを作成しました。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等

環境対策資金融資制度
の充実

R２年度の成果等

執行額（R２年度）

概 要

まちづくり条例に基づく特定事業協議の際に、事業
別環境配慮指針の提出を依頼していきます。

環境マネジメントシステ
ムに関する相談

■市民協働プロジェクトの実施を委託するとともに、団体が行う活動に
対し、広報、助言、活動援助などを事務局として支援しました。

執行額（R２年度）

概 要

環境基本計画推進組織
の育成・支援

R２年度の成果等

担当課：環境政策課

開発等における事業別
環境配慮指針の見直しと
提出の徹底

具体的な取組み

執行額（R２年度）

具体的な取組み

概 要 R２年度の成果等

■30件の開発行為に対して、事業別環境配慮指針に基づく助言・指導
を行いました。

執行額（R２年度）

R２年度の成果等
環境基本計画の市民協働プロジェクト推進組織で

ある「岡崎市環境まちづくり市民会議」にプロジェクト
の実施を委託するとともに、市は団体事務局として
支援していきます。

保護区外における一定規模以上の開発行為につ
いては、必要に応じて自然環境保全上の助言・指導
を行います。

概 要

R２年度の成果等

■事業所からの相談等はありませんでした。

環境基本計画の市民協働プロジェクト推進組織で
ある「岡崎市環境まちづくり市民会議」にプロジェクト
の実施を委託するとともに、市は団体事務局として
支援します。

環境教育の実践に関す
る指導と啓発

環境の保全に関する協
定の締結

執行額（R２年度）

■新規に３事業所と協定を締結しました。（全124事業所）
（2-1-5 再掲）

執行額（R２年度）

■市民協働プロジェクトの実施を委託するとともに、団体が行う活動に
対し、広報、助言、活動援助などを事務局として支援しました。

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

具体的な取組み

岡崎版エコポイント制度
の充実

具体的な取組み

開発行為に対する自然
環境保全のための助言・
指導

「岡崎市環境まちづくり市民会議」に市民協働プロ
ジェクトの実施を委託し、プロジェクトを推進していき
ます。担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

担当課：環境保全課

担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

担当課：環境政策課

概 要

具体的な取組み

R２年度の成果等

概 要 R２年度の成果等

担当：環境政策課



5-2-3 ボランティアの育成と活動支援
●ボランティア活動を支援します。

－ 千円

－ 千円

19,244千円

●民間団体を支援します。

98千円

ボランティア清掃の推進

環境教育支援団体の登
録及び支援

資源回収活動の支援

環境教育支援団体の登録制度を設け、市民団体・
事業者・大学等との連携・協働を促進します。

■市内17の団体に岡崎市環境学習支援団体として登録いただき、21
コースの環境学習メニューをとりまとめた周知用のパンフレットを作成
しました。

執行額（R２年度）

概 要 R２年度の成果等
地域の各種団体が回収する新聞・雑誌・ダンボー

ル・牛乳パック・古着・アルミ缶の回収量に応じて報
償金を交付します。

概 要 R２年度の成果等
国、県、市の共催による市内主要道路等のボラン

ティア清掃を地域住民と協力して実施していきます。
■新型コロナウイルス感染防止の観点から中止となりました。

執行額（R２年度）

概 要 R２年度の成果等

■集団回収327団体／3,707t、ミニ拠点回収７団体／81tの実績があり
ました。

概 要 R２年度の成果等
■岡崎市環境まちづくり市民会議等が主催または出展するイベントの
支援を継続実施しました。

執行額（R２年度）

執行額（R２年度）

地域で開催されるイベント等の支援をします。

具体的な取組み

担当課：環境政策課ほ
か関係課等

具体的な取組み

担当課：環境保全課

イベント等の支援

具体的な取組み

具体的な取組み

担当課：ごみ対策課

担当課：環境政策課
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